







































































Government Museum Udaipur に所蔵されている、17 世紀後半から 18 世紀前半に描かれた絵
画付き写本は、一偈につき一枚の絵が描かれており、他の細密画と比べて詩の再現度は高く
情趣にも忠実とされる。 
                                                        













 第 1 章では、造形美術におけるラサの構造を分析する。まず第 1 節にて Bharata のラサ理
論の構造を整理し、ラサの全容を把握する。そして第 2 節及び 3 節では、芸術論書
Viṣṇudharmottara-purāṇa 及び Samarāṅgaṇa-sūtradhāra で説かれているラサ理論についてサン
スクリット語を翻訳、精査し、さらにそこで生じた別離の恋のラサにおける問題点を第四節
にて考察する。 
 第 2 章では、本論文で作例として扱う Mewāṛī Gītagovinda 細密画の特徴について示す。ま
ず第 1 節にて Mewāṛ 派細密画の歴史展開を図版と共に示し、時代ごとの作品の特徴を述べ
る。第 2 節では、Mewāṛī Gītagovinda がどのような歴史的背景で描かれ、絵画的な特徴を持
つのか、インド美術研究者 Kapila Vatsyayan の先行研究2と筆者の現地調査で入手した実際の
細密画を基に考察を行う。 
 第 3 章では、第 1 章で問題に挙げた詩における別離の恋のラサが、細密画ではどのよう
に描かれているのか八つの Folio を例に考察を行う。これらの考察は節ごとに分かれており、
全 8節から構成される。考察は、以下の方法で行った。まずは、各 Folioに対応するGītagovinda





 なお、第 8 節では、先行研究の段階では未発見であった Folio を使用する。そのため、こ
れらの考察を行う前に、この Folio が Mewāṛī Gītagovinda の一部であるかどうかも含めた検
証を行う。 
 第 4 章では、詩における悲哀のラサは、細密画ではどのように表現されるのか考察を行
う。悲哀のラサに関する記述は、Gītagovinda 1.32 と 7.37 のみで見られる。そのためここで
は現地調査で写真撮影することができた 1.32 を描いた Folio を用いて、第 3 章と同様の方法
で考察を行う。 
                                                        
2 ［Vatsyayan 1987］ 
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 GG の詩節の番号は［小倉 2000］に従った。 
 ヒンディー語、ラージャスターニー語のテクストのローマ字表記は、サンスクリット語
の表記法に従った。 
（例：ヒンディー語において代名詞の後置格形 isa は発音的には is であるが、単語の最
後にある母音を省略せず付けている） 
 固有名詞のローマ字表記及びカタカナ表記は発音に従った。 
 MewāṛīGG の個々の細密画は Folio と呼び、Folio 番号は Folio 上部のラージャスターニ
ー語のキャプションに書かれている番号を用いた。 
 本文中の括弧の意味は次の通りである。 
（  ） 筆者による言い換え、または補足的な説明 
〈  〉 註釈書の翻訳中において、偈文中と同じ単語を示す際に用いた 
〔  〕 翻訳中において、意味を分かりやすくするために用いた 




















0.1 抒情詩 Gītagovinda 














                                                        
3 Jayadeva の生涯などに関する記述はほとんどない。1205 年にベンガルで編纂された、Śrīdharadāsa の
Saduktikarṇāmr̥ta というアンソロジーの中に Jayadeva 作と思われる三十篇が収録されており、そのうちの
二つが GG の中にも見られる［Miller 1984: 4］。また、GG 1.4 には以下のような歌がある。 
vācaḥ pallavayaty umāpatidharaḥ saṃdarbhaśuddhim girāṃ jānīte jayadeva eva śaraṇaḥ ślāghyo durūhadrute | 
śr̥ṅgārottarasatprameyaracanair ācāryagovardhanaspardhī ko ’pi na viśrutaḥ śrutidharo dhoyī kavikṣmāpatiḥ |  





この Umāpatidhara、Śaraṇa、Ācāryagovardhana、dhoyī の作品も Saduktikarṇāmr̥ta に収録されており、彼ら
は Lakṣmaṇasena 王と密接な関係にあったとされることから、Jayadeva も同時代の人物であると考えられ
ている［Miller 1984: 4］。 
4 ［水野 1994: 7］ 




6 ［水野 1994: 8-11］。本論文では、韻律や文法などについては言及しないため、これらの研究について
は、［Forgue 1977］、［Quellet 1978］、［Miller 1984］、［水野 1994］を参照されたい。 
7 章ごとに韻律を変化させるというマハー・カーヴィヤの規定にはしたがっていない［水野 1994: 11］。 





次に、GG の原典について見ていこう。GG の写本校訂は Barbara Stoler Miller によって行
われた。彼女によると GG の写本には、小本と大本の二系列があり、小本の方がより原典に
近く、大本は後に十数詩節を増補したものであるとされる。小本の典拠とされているものは、
ネパールで発見された 15 世紀頃の二本の貝葉写本と、16 世紀頃の三本の紙の写本である。
一方で、現在出版されているテクストの大部分は大本に基づいており、小本と大本の主な相
違点は、小本の方には各篇の最後に置かれたヴィシュヌ・クリシュナを称え、その庇護を祈
る詩節がないことにある9。Miller によると、大本は註釈者の一人である Rāṇā Kumbhā10によ
って諸写本から上演に相応しい形に直されたのではないかと言われている11。 
ところで、GG には数多くの註釈書12が存在しており、Kumbhā による註釈 Rasikapriyā は
最も早く出版された関係もあって広く知られている。Kumbhā の註釈を収録した Nirṇaya 
















                                                        
9 Ibid., 127-128。GG の校訂は［Miller 1984］に詳しく論じられているのでそちらを参照されたい。 
10 Rāṇā Kumbhā（在位 1433-68 年）は、メーワール王国の統治者であり、文化や芸術に精通していた
［Sharma 1963: 1-2］。彼については本論文第二章を参照されたい。 
11 ［Miller 1984: 187］ 
12 他の註釈書については［Miller 1984: 183-189］及び［Vatsyayan 1981: 253-254］にそれぞれの特徴が詳し
く記されている。 
13 Śaṅkaramiśra（15 世紀後半）は、Mithilā 地方で活動していた詩と戯曲の作家であり、ニャーヤ・ヴァイ
シェーシカ学派の学者ともされる［Gonda 1977: 73-74］ 












後を飾ったのが GG である。 
他方 GG のような牛飼いの男女の恋愛について書かれた作品の歴史は古く、プラークリ










 4 世紀までに Mahābhārata におけるヴァースデーヴァ・クリシュナに関わる伝統は、ヴリ
ンダーヴァナにおける青年の牛飼いのクリシュナ（ゴーパーラ・クリシュナ）崇拝を吸収し
た。アービーラ族の氏神であるクリシュナ・ゴーパーラは、彼の兄であるバララーマまたは
                                                        
15 Ibid., 65 
16 詳しい年代は明らかではないが、5 世紀後半あるいは 7 世紀頃として考えられている。詳しい解説は
［上村 1998］を参照されたい。 
17 ［辻 1974: 127］ 
18 7 世紀に属したとされる［Ibid., 130］。 
19 ［田中 1978: 76］ 
20 明確な時代は明らかにされておらず、最も古いものとしては紀元前後 1 世紀に作られたか集められたと
言われている。また、後世の挿入が多いため作品全体が新しい時代のものに見えるという解釈から、4 世
紀から 5 世紀のものと位置付ける意見もある［ドゥヴィヴェーディー 1992: 213］。 
21 Ibid., 227 
22 それまでの Sattasaī やプラーナ聖典、詩論書などでは、詩の中にラーダーという名前の牛飼い女が散見




































16 世紀頃には、ネパールやグジャラートの地域に GG の写本が伝えられており、ラージャ
スターン地域では GG の註釈書が書かれている。このことから、16 世紀までには GG は北
                                                        
23 ［橋本 2005: 110］ 
24 Ibid., 111 
25 ［小倉 2000: 126］ 





 GG は 15 世紀までに、プリーの Jagannātha 寺院での儀礼と密接な関係を持つようになり、
寺院に残された碑文には、GG が寺院内で演じられていたということが示されている27。こ















奉しており、そして GG はチャイタニヤに歓喜をもたらすものであったとされる。 











                                                        
27 Ibid., 6 
28 チャイタニヤはその後、インド各地を巡礼したと言われており、［坂田 1995: 128-141］に詳しく論じら
れている。 
29 ［小倉 2000: 119］ 


























                                                        
31 ［Siegel 1990: 53］。また、［De 1961: 188-191］ではこれらの条件の他に、sāttvikabhāva（内なる情趣が身
体に表れた状態）や vyabhicāribhāva についても論じられている。 
32 ［Siegel 1990: 54］では、隷属のラサ（dāsya: 隷属としてのバクティ）とされる。 
33 ［Siegel 1990: 54］では、友人のラサ（sakhya: 友人としてのバクティ）と表記されている。 
34 恋のラサはヴィシュヌ派のテクストではたいてい madhura と呼ばれ、最も優れたラサとされる［Siegel 
1990: 54］。それぞれのラサが喚起される条件については、［De 1961: 194-197］を参照されたい。 













Ahluwalia の Rajput Painting（2008 年）に基づき概要を示す37。 
0.4.1 インド細密画の始まり 
 インドの細密画は、仏教やジャイナ教の挿絵付き経典写本が起源とされる。最も古い仏教












                                                        
36 インド細密画に関する研究書は数多く出版されているが、地域別や絵画の主題や時代ごとに著されてい
るものが大半を占める。そのため、ここではインド細密画を幅広く扱っている主な文献と重要な文献を挙
げておきたい。まず初めに挙げられるものが A. K. Coomaraswamy による Rajput Painting（1976 年）であ
る。彼の研究はラージャスターニー絵画の流派を著書の中で初めて科学的に分類し、さらに芸術の宗教的
な理論についても言及しており、インド細密画研究の基盤を築いたと言える。一方、Milo C. Beach の
Mughal and Rajput Painting（1992 年）は、初期から 19 世紀にかけてのラージプート画とムガル画の美術史
を時代と地域ごとに分けて網羅的に概説した研究書である。また、パハーリー派の細密画については B. 
N. Goswamy が網羅的に行っているので、彼の Pahari Masters（1992 年）などを参照されたい。 
37 Ahluwalia の著書では、ラージャスターン地域の細密画の歴史が網羅的に示され、さらには恋愛作品を
描いた細密画について詳しく論じられている。 































                                                        
39 ［Ahluwalia 2008: 44］ 
40 ヴィシュヌ派だけでなく、シャークタ派も自身の教典をアパブランシャ様式で描くようになったとされ
る［Agrawal 2006: 2］。 
41 Ibid., 2 
42 Ibid., 29 
43 ［Ahluwalia 2008: 46］ 
44 マールワー王国の首都マーンドゥーのスルターンであった Ghiyās Shāh Khiljī（在位 1469-1500）の命令
で描かれた料理本。 

































                                                        
［Ahluwalia 2008: 47］。 
46 ［Ahluwalia 2008: 29］ 
47 ［Vatsyayan 1980］の巻末に挙げられた図版によると Prince of Wales Museum Bombay に所蔵されてい
る。 
48 ［Vatsyayan 1980］の巻末に挙げられた図版によると N. C. Mehta collection Ahmedabad に所蔵されてい
る。 
49 ［Vatsyayan 1980: 5］ 




れ、しばしば nāyaka はクリシュナ、nāyikā はラーダーとして描かれる。彼らの他に、恋人
たちの仲を取り持つ役割をする sakhī（女友達）も描かれ、恋愛文学のなかでは重要な人物
の一人である。この nāyaka と nāyikā は多数の類型に分類され、NŚ51においてそれらは体系
化された52。Bhānudatta（15 世紀頃）の Rasamañjarī と Keśavadāsa（17 世紀頃）の Rasikapriyā
では、nāyaka と nāyikā の様々な分類が見られる。特に Rasikapriyā は、恋のラサが表現され
た作品であるとされ、17 世紀から 18 世紀にかけて細密画として頻繁に描かれたものの一つ
であった53。そして、Rasikapriyā で説かれる nāyaka と nāyikā の分類は、ラージプートの画
家たちにとっても絵画構成の基準となった。しかし Vishakha N. Desai は、テクストなしに絵
画を見ても、絵画の内容を適切に理解することはできないと指摘している。彼女は
RasikapriyāにおけるKeśavadāsaの目的を「シュリンガーラの詩を書くという芸術において、
                                                        
51 NŚ 24. 210-220. 













































は、楽曲を絵画化したもので、nāyaka と nāyikā の分類と同様に、楽曲をいくつかの類型に
分類し、それぞれに絵画化の規定を設けて表現される。その中でも重要な類型は、六つの
rāga（男性曲）であり、その rāga はしばしば五つの rāginī（女性曲）を持っており、それぞ
れ固有の名称がつけられている。これらの楽曲は、決められた季節や時間に歌われたり、演
奏されたりする。この規定通りの演奏は、音楽と神とが結び付き宗教的性格を得ることを重
要視しているためとされる56。この rāga と rāginī が絵画として表現される場合、それらは擬
人化されて表される。しかし、単に人物だけを描くのではなく、季節や状況に結びつく光景
とともに描かれる。それは楽曲の持つ情趣を表現するためとされており、楽曲と絵画の間に
おける共通の関係性はラサのみであると Ahluwalia は述べる57。本章末に挙げた図 7 の











写した文学作品の中で最も古いものは、Kālidāsa（5 世紀頃）に帰せられる R̥tusaṃhāra が挙
げられる。これは、インドの一年を形成する六つの季節、夏、雨季、秋、冬、冷季、春を順
次に主題とし、季節ごとにおける異なる恋愛の情緒と結びつけたものであった。そして、
Keśavadāsa はインドの十二カ月を歌った Bārahmāsā を著した。この Bārahmāsā も、それぞ
れの月と恋愛の関係を示したものであり、それらは細密画としても多く描かれた。当時のラ
                                                        
54 ［Desai 2004: 224］ 
55 Ibid., 226 
56 ［上野 1975: 116］ 















んで描かれている。GG を題材にした細密画の研究は Kapila Vatsyaya によって幅広くなされ
てきてた。彼女の研究は、美術史的な研究にとどまることなく、これまで詳しく言及されて
こなかった、テクストと細密画の関係性を見い出すものであった。それらの研究の中でも、
Government Museum Udaipur に所蔵されてある GG のテクスト付き細密画（MewāṛīGG）の研




分析しておらず、個々の Folio にラサがどのように表現されているは明らかにしていない。 






作品のラサには言及せず、また、芸術論書 ViDha や SamSut で説かれるラサについてもほと
                                                        
58 Ibid., 37 
59女性たちが断食をして夫の長寿をパールヴァティー神に祈願する祭りのことで、陽暦の 8～9 月に当たる
インド歴の 6 月の白分 3 日に行われる［古賀 2009: 604］。 
60 ［Vatsyayan 1987: 130］ 
61 ［Goswamy 1986］を参照されたい。 













の場面を描いた Folio を分析していく。 
 研究方法としては、GG の註釈書の中でラサについて述べた箇所が見られる Nirṇaya Sāgar
版（1923 年）を底本として詩の内容を精査する64。また、サンスクリット語の原典のみから
絵画の意匠を読み解くのではなく、Folio 上部に書かれてあるラージャスターニー語のキャ
プションも翻訳し、意匠の正確な理解に役立てる。使用する Folio は、主に National Museum 
New Delhi、ラージャスターン州立博物館65、Indira Gandhi National Centre for the Arts での現











                                                        
63 ［Nardi 2006: 143-144］ 
64 本研究においては、唯一入手できた 1923 年版を用いた。Nirṇaya Sāgar 版は、いくらかの改訂を繰り返
しており、その中でも確認できた、1913 年版、1929 年版、1937 年版も併せて参照した。また、偈文の異
読に関しては Kulkarni 版（1965 年）を参照した。 
65 ラージャスターン州では Albert Hall Museum、Mahārāja Sawāī Mān Siṅgh II Museum、Government Museum 
Udaipur、Āhāṛ Museum にて調査を行った。 
66 これらの調査は、平成 28 年度井上円了記念研究助成、及び平成 28 年度公益財団法人中村元東方研究所
アジア諸国海外研究・調査助成（2016 年 9 月 1 日から 14 日）、さらに平成 29 年度井上円了記念研究助成









図 1 Kalpasūtra Folio 37、1472 年作成、Brooklyn Museum 所蔵［1994. 11. 45］ 
図 2 Bālagopālastuti: ヴリンダーヴァナで牛飼い女と踊るクリシュナ、Gujarāt、 







図 3 Ni’ mat nāma、Mālwā、1500 年作成、British Library 所蔵［Ahluwalia 2008: 47］ 
図 4 Caurapañcāśikā の写本 No.18 
「ビルハナと恥ずかしがるチャンパーヴァティー」、 











図 5 Bhāgavata-purāṇa: Mathurā で歓迎されるクリシュナ、 










［水野 2005: 3-4］［Desai 2004: 223］ 
図 6 Rasikapriyā: 別離しているラーダー、Mewāṛ、1630 年作成、 







図 7 Kakubha rāginī、おそらく Mewāṛ、1635 年作成、 








けようと思うの。」［Dallapiccola 2013: 24］ 
図 8 Keśavadāsa の Bārahmāsā より Śrāvaṇa 月の描写、Būṃdī、 







Bharata による演劇の理論書 NŚ（4 世紀頃）で初めて体系化され、その後、ヒンドゥー教の
詩や造形美術などの理論書においてもその定義が示されるようになり、『金剛頂經瑜伽十八
會指歸』などの密教聖典においても「九味」として見られるようになった67。本章では、芸


















ているということを理解する。その結果、彼自身の sthāyi-bhāva は高められ、彼は rasa を味
                                                        
67 九味については［田中 1992］で詳しく論じられているのでそちらを参照されたい。 
68 ［上村 1990］ 
69 Ibid., 5 










                                                        
72 Ibid., 11 
73 NŚ には八種の rasa が挙げられているが、ある時期から第九の rasa である寂静（śānta）を認める人々が











7 世紀頃）である。ViDha の第三部は Citrasūtra（35-43 章）と呼ばれ、彫刻や絵画の作成に
おけるあらゆる規定が記されており、ラサに関する記述は第 43 章 1-10 に見られる。以下で
はその内容を精査したい74。 
śr̥ṅgārahāsyakaruṇavīraraudrabhayānakāḥ | 




tatra yat kāntilāvaṇyaṃ lekhāmādhuryasundaram | 
vidagdhaveśābharaṇaṃ śr̥ṅgāre tu rase bhavet | 43.2 | 
その中で、美しく魅力的なもの、甘美で愛らしい姿のもの、華麗な衣装と装飾というも
のは、恋のラサにあるべし。 
yat kubjavāmanaprāyam īṣadvikaṭadarśanam | 








dīptaśastrāv araṇavatkr̥taṃ raudrarase bhavet | 43.5 | 
粗暴、嫌悪、激怒、敵意を持つこと、食べものを汚すこと、輝く武器を隠ぺいするよう
になされたこと。〔それらは〕忿怒のラサに含まれる。 
pratijñāgarvaśauryādiṣv artheṣv audāryadarśanam | 
                                                        
74 翻訳するに当たっては、［Mukherji 2001］による校訂本を使用し、異読として［Śāstrī 1985］を参照し
た。 
75 Mukherji は vībhatsa としているが bībhatsa とした。 
76 Mukherji は yāñcā としているが yācñā［Śāstrī 1985: 336］として訳した。 
27 
 
sasmayaṃ sabhrukuṭivad vīraṃ vīrarasoddhatam | 43.6 | 
宣誓、自尊、武勇などの対象に雅量を現し、尊大で眉毛を釣り上げたような勇ましいも
のが、力強い勇猛のラサである。 
duṣṭadurdarśanocchuṣkahiṃsravyāpādakādi77 yat | 
tat syād bhayānakarase prayoge citrakarmaṇaḥ | 43.7 | 
悪意あるもの、醜いもの、萎れたもの、無慈悲なもの、残忍なものなど、それの作画は、
恐怖のラサの作画に用いられるべし。 
śmaśānagarhitāghātakaraṇaṃ sthānadāruṇam | 
yac citraṃ cittavikṣeptr̥ tad bībhatsarase bhavet | 43.8 | 
火葬場、嫌悪すべき処刑場、恐ろしい場所、心に動揺が生じる者の絵画は、嫌悪のラサ
に含まれる。 
yad āvirbhūtaromāñcaṃ vistr̥tākṣy unmukhānanam | 
pradarśayati svedena tad adbhutarasāśrayam | 43.9 | 
身の毛がよだち、目が見開き、顔が上向き、発汗とともに示されるもの、それが驚異の
ラサが依拠するところである。 
yad yat saumyākr̥tidhyānadhāraṇāsanabandhanam | 
tapasvijanabhūyiṣṭhaṃ tat tu śāntarase bhavet | 43.10 | 
あらゆる穏やかな（吉兆な）姿で、静慮、凝念、坐法を堅持する最高の苦行者たち、実
にそれは寂静のラサに含まれる。 





内容について Nardi は、NŚ の感情を喚起する条件（vibhāva）や感情表現（anubhāva）に関
係していると指摘しており79、筆者も彼女の見解と同意見である。 
                                                        
77 Mukherji は duṣṭadurdaśa としているが duṣṭadurdarśa［Śāstrī 1985: 336］として訳した。 
78 人物の身体的特徴や絵画の主題や空間的な描写のすべてが各偈文に含まれているわけではない。そのた
め、重きを置くべき描写がラサごとに異なるとも考えられる。 




 ラサに関する記述は SamSut にも見られる。SamSut は、ダーラーを首都としてマールワー
を支配した Paramāra 家の Bhoja 王（11 世紀）によって著された建築論書である80。その内容
は、町の計画、家と寺院の建築の規定、彫刻作成における規定が扱われており、全 83 章で
構成される。ラサについては第 82 章の 1-13 で説かれる。以下ではその内容を精査していく
81。 
atha rasadr̥ṣṭilakṣaṇaṃ nāma dvyaśītitamo 'dhyāyaḥ | 
さて、rasadr̥ṣṭilakṣaṇa（ラサ理論の特徴）82と呼ばれる第 82 章 
rasānām asya(tha)83 vakṣyāmo dr̥ṣṭīnāṃ (veha?) lakṣaṇam | 
tadāyattā yataś citre bhāvavyaktiḥ prajāyate | 82.1 | 
さて、（まさにここで？）ラサ理論の特徴を言おう。なぜならば、絵画には、それ（ラ
サ理論の特徴）に基づいた感情が現れるからである。 
śr̥ṅgārahāsyakaruṇā raudrapreyobhayānakāḥ | 
vīra(pratyayākṣau?) ca bībhatsaś cādbhutas tathā84 | 82.2 | 
恋、滑稽、悲哀、忿怒、愛、恐怖、勇猛（と信頼の知識85？）、嫌悪、および驚異、 
śāntaś caikādaśety uktā rasāś citraviśāradaiḥ｜ 
nigadyate krameṇaiṣāṃ sarveṣām api lakṣaṇam | 82.3 | 
そして寂静という 11 のラサが絵画に精通した者によって言われる。これらすべての特
徴も順番に説明される。 
sabhrūkampa(kaṭākṣeṇa?) tathā premaguṇānvitaḥ | 
yatreṣṭalalitā ceṣṭā sa śr̥ṅgāro rasaḥ smr̥taḥ | 82.4 | 
震える眉毛と（流し目とともに）、愛情に満ちた愛しい女性の仕草、それが恋のラサと
呼ばれる。 
vikāsilalitāpāṅgo mr̥du cā(?) sphuritā(dha)raḥ | 
                                                        
80 ［清水 1992: 92］。Bhoja は美術や文学にも精通しており、ラサ理論書・詩論書の一つ Śr̥ṅgāraprakāśa
の著者でもある。 
81 翻訳するに当たっては、［Sharma 2007］を底本として［Kumar 2004］を適時参照した。 
82 dr̥ṣṭi は「理論」としたが、「目、視線」など目に関する意味もある。SamSut ではほとんどの場合、人物
に焦点を当ててラサが説かれているため、ここでは「ラサにおける目の特徴」とも考えられるだろう。ま
た、SamSut 82.14-34 では目の描写について論じられている。 
83 atha として訳した。 
84 すべてシュローカで書かれているが、ここでは一音節足りていない。 
85 vīra(pratyayākṣau?)については意味が不明瞭であるが、pratyayā（信頼）を含めると 11 のラサになる。 
29 
 
līlayā sahito yaś ca sa hāsyo rasa ucyate | 82.5 | 
見開いた愛らしい目じりと、柔らかく膨らんだ下唇を持ち、そしておどける様子をとも
なうものが、滑稽のラサであると言われる。 
aśruklinnaka(po)lāntaḥ śokasaṅkucitekṣaṇaḥ | 
cittasantāpasaṃyuktaḥ procyate karuṇo rasaḥ | 82.6 | 
涙で頬の端まで濡れ、悲しみで目を閉じ、心が苦悶するのが、悲哀のラサと言われる。 
nirmārjitalalāṭāntaḥ saṃraktodvr̥ttalocanaḥ | 












dhairyavīryabalotpannā(nnaḥ) sa vīras tu rasaḥ smr̥taḥ | 82.10 | 
（八人を支えることのできる力を持ち？）紐で縛られ伏した者が、忍耐と勇気の力で立
ち上がる、実にそれが勇猛のラサと呼ばれる。 
(īṣadraktasitābhaś ca?)stimitatārakaḥ | 
asambhāvyaṃ vilokyārtham adbhuto jāyate rasaḥ | 82.11 | 
（わずかに赤みを帯び、白く？）動かない瞳をもつものは、起こり得るはずのないこと
を見たために、驚異のラサが生じる。 
adhi(vi)kāraiḥ88 prasannaiś ca bhrūnetravadanādibhiḥ | 
                                                        
86 あるいは saṃrakta は怒りという意味もあるため「目は怒りで吊り上がり」とも読める。 
87 ［Kumar 2004: 633］では、sūtrasaṅkucitānataḥ となっており、翻訳するにあたってはこちらを採用し
た。［Sharma 2007］の sūtrasaṅkucitānanaḥ の場合は、「紐で寄せたような顔を持ち」となり、おそらく凛々
しい顔を示すものと思われる。ここでは、力強さを表すものと考えられるため前者を採用した。 
88 avikāra で訳した。 
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arāgād viṣayeṣu syād yaḥ sa śānto rasaḥ smr̥taḥ | 82.12 | 
変化がなく微笑んだ眉、目、顔などによって、対象に関して冷静であることにより生じ
るものが、寂静のラサと呼ばれる。 
ity ete citrasaṃyoge rasāḥ proktāḥ salakṣaṇāḥ | 
mānuṣāṇi puraskr̥tya sarvasattveṣu yojayet | 82.13 | 
以上、これらの、絵画に関するラサが〔それぞれの〕特徴とともに説かれた。全存在の
中で人物〔描写〕を優先して、〔ラサの特徴を〕当てはめるべし。 




















                                                        
89 ラサが鑑賞者、作者、演者、登場人物のどこに依拠するかという問題はここでは論じないが、Bhoja の
Śr̥ṅgāraprakāśa について本田義央が「ラサをもつものは作品中の登場人物であり、読者や観客ではない」
［本田 2002: 963］と Bhoja の考えを指摘していることから、SamSut においても同様のことが言えるだろ
う。 
90 ［Nagar 1981 Vol. 1: 267-307］、［上村 1990: 371-372］ 
91 ［上村 1990: 372］ 























                                                        
93 ここでは死別のことを示している。 
94 ［Goswamy 1986: 123］ 
95 ［デヘージア 2002: 21］ 
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 Mewāṛī Gītagovinda細密画について 
 Mewāṛ 派はラージプート画の流派において初期に現れたものであり、ラージャスターニ
ー派の中でも重要な流派の一つとされる。ここでは、MewāṛīGG が描かれるまでの Mewāṛ 派
の歴史的展開と、MewāṛīGG の絵画的特徴について概説したい96。 
2.1 Mewāṛ派の歴史的展開 
 16 世紀の初めごろからムガル帝国第三代皇帝 Akbar（在位 1556-1605 年）はヒンドゥー教
徒を制圧しようと、イスラーム勢力を拡大していった。ラージプートの小王国は Akbar 帝に
恭順していく中、メーワール王国は反発し頑なに独立を守っていた。特にメーワールの統治
者である、Rāṇā Kumbhā（在位 1433-68 年）、Mahārāṇā Saṅgrām Siṅgh97（在位 1509-28 年）、
Mahārāṇā Pratāp（在位 1572-97 年）は、戦いで功績を残したと言われている。この中でも、
GG の註釈を書いた Rāṇā Kumbhā について、［チャンドラ 1999］を参考にさらに詳しく述べ
ておこう。メーワール王国の初期の歴史はあいまいとされ、その起源は 8 世紀に遡るとされ





支配者に助けを求めたり、Kumbhā はマールワーの Maḥmūd Shāh Khiljī の敵を自分の宮廷に
避難させたり、避難させた男をマールワーの王位に就けようとまでしたことである。そして
その報復として、Maḥmūd Shāh Khiljī はメーワール内部の反乱をそそのかしたりしていた。
このような対立に加え、さらにマールワールとも対立したことで、四方八方から攻撃を受け
ていたが、彼は多くの地域を維持し、自身の地位も保ち続けていた。しかし、1468 年に
Kumbhā は王位を得ようとした長男の Udaya によって暗殺された。Udaya は追放され、その
後 Kumbhā の孫である Mahārāṇā Saṅgrām Siṅgh がメーワールの王位に就いた。 
 Kumbhā はメーワール王国の領土を広げようとした統治者としての側面を持っていただ
けでなく、学者としての側面も併せ持っており、詩や音楽や芸術に精通していた。彼は多く
の本を書いており、特に著名なものとして GG の註釈書 Rasikapriyā と、音楽論書 Saṅgītarāja
が挙げられる。Saṅgītarāja は言語、音楽、楽器、舞踊、ラサの五篇から成る百科全書的な論
                                                        
96 ラージプート画の画家たちに関する詳細な情報は明らかにされていない。［Vashistha 1995］では、
Mewāṛ 派のそれぞれの画家が残した作品について詳しく掲載されているので参照されたい。 
97 Rāṇā Saṅgā とも呼ばれる。 
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 さて、話しをもとに戻そう。イスラーム勢力に対抗して、Rānā Udai Siṅgh II（在位 1536-
72 年）は首都をチットールからウダイプルに移した。しかし、イスラームとの戦いによっ
て Mahārāṇā Amar Siṅgh I（在位 1597-1620 年）は首都ウダイプルを手放し、チャーワンド100
に移り住んだ。 
 この Amar Siṅgh I の時代にチャーワンドで描かれた Rāgamālā のシリーズが Mewāṛ 派に












 17 世紀の半ばになると、Mewāṛ 派は最盛期をむかえる。絵画や建築に精通していた
Mahārāṇā Jagat Siṅgh I（在位 1628-52 年）は、莫大な量のヒンドゥー教の絵画付き写本を、
画家 Sāhibdīn102に依頼した。そして、Mewāṛ 派の独特な様式を発展させたのがこの Sāhibdīn
であった。彼は Rāgamālā、GG、Rasikapriyā、BhagP、Rāmāyaṇa といった多くの文学作品を
絵画として残している。本章末に挙げた図 10 の彼の作品の一つを見ていきたい。これは GG
のシリーズの一部であり、中央にラース・リーラー103が描かれ、場面の右端に別離している
ラーダーが描かれていることから、おそらく GG 第 2 章第 5 の歌を描いたものであると考
                                                        
98 ［清水 2001: 20］ 
99 ［Sharma 1963: 45-46］ 
100 Akbar 帝が北西部の情勢を見守るためにラーホールに長くとどまっている最中、Mahārāṇā Pratāp はこ
の有利な情勢に乗じて、クンバルガル、チットール周辺地域を奪回した。しかし、チットール自体は回復
できず、今日のドゥーンガルプルの近くに新首都チャーワンドを建設した［チャンドラ 1999: 255］。 
101 ［Andhare 1987: 18］ 
102 Nāsir ’ud Dīn の子孫と考えられている［Andhare 1987: 53］。Mewār 派の画家の名前は崩れて書かれるこ
とが多く、Sāhibdīn はおそらく Shihāb ’ud Dīn が訛ったか崩れた形であり、彼の作品には Sāhīvadīn（1628
年）、Sāhībadīn（1629 年）、Sāhabadī（1648、1655 年）、Sāhībadī（1652 年）として写本に名前が載ってい
る。Sāhibdīn の綴りは、現在の親しみやすさを理由にこの形が保持されている［Topsfield 1981: 231］。 
103 ラース・リーラーについては、本論文 3. 3 を参照されたい。 
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 Mewāṛ 派の絵画構成の発展において、Sāhibdīn による Rāmāyaṇa にも触れておきたい。現
在大英図書館に所蔵されているこの作品は、7 巻からなる全部で 450 枚の大作で、Sāhibdīn






 17 世紀の最後の四半世紀には王様の肖像画も描かれるようになり、そして 18 世紀には宮
廷の様子や狩りの様子を描いた巨大な作品も描かれるようになった。このような作品は、
Sāhibdīn が用いたような時間の経過を表した手法が使われていた。 
 Mahārāṇā Amar Siṅgh Ⅱ（在位 1698-1710 年）は、自身の肖像画を数多く描かせた。この
時描かれた作品は、Akbar 帝時代に描かれたモノトーンの線画107と一部分に色を付けた技法
に影響を受けているとされる。そのため Amar Siṅgh Ⅱの肖像画に見られるように陰影が過
度についたものもあり、それらは独特の黒っぽい外観をしている（図 11）。 




派遣団が Udaipur にやってきた。Saṅgrām Siṅgh Ⅱは、そのときに派遣された外国人の肖像
画も描かせている109。 
 このように、Saṅgrām Siṅgh Ⅱは宮廷での出来事を数多く描かせたが、それだけではなく、
数百枚からなるテクスト付きの細密画も描かせた。彼はヴィシュヌ派の信者と言われてお
り110、Satsaī（七百吟）111や Rāmāyaṇa そして MewāṛīGG を描かせた。 
                                                        
104 本論文 3.3 を参照されたい。 
105 ［Ahluwalia 2008: 53］ 
106 Ibid., 54。Sāhibdīn の作品には、建物や自然描写にムガル画の影響が見られ、特に岩山の描写は顕著で
ある。この描写は MewāṛīGG にも残っており、詳しい分析は本論文 3.2 を参照されたい。 
107 nīm qalam と呼ばれる技法。 
108 一辺が 1 メートルを超える作品が作られていた。本論文 3.5 の図版を参照されたい。 
109 ［Ahluwalia 2008: 59］ 
110 ［Bhatnagar 2000: 62］ 
111 17 世紀初頭、作詩法文学時代のジャイプルの宮廷詩人 Bihārī による作品［ドゥヴィヴェーディー 
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2.2 Mewāṛī Gītagovinda細密画の作品の特徴 
 MewāṛīGG112は、Vatsyayan の先行研究［Vatsyayan 1987］によると Government Museum 
Udaipur に所蔵されてある 225 枚のテクスト付きの細密画である。それらは三つのセットに
分けられており、セット 1 は Folio 1（GG 1.1）から Folio 100（GG 4.16）までで構成されて
おり113、セット 2 は Folio 201（GG 10.1）から Folio 272（GG 12.26）までで構成された、セ
ット 1 の続きの作品と言われている。一方セット 3 は、35 枚が現存しており、GG の第 1 篇
から順に作られているため独立した作品である。筆者の 2016 年の現地調査では、セット 1
の中の 12 枚が Jaipur の Albert Hall Museum に、セット 1 の 44 枚が Udaipur の Āhāṛ Museum
に所蔵されていることが明らかとなった。また、Vatsyayan によると Folio 101 から 200 の所
在は不明と言われているが、筆者の 2018 年の現地調査では、Folio 104、154 の二枚が National 
Museum New Delhi に所蔵されていることが明らかとなった。さらに、Brooklyn Museum の
デジタルアーカイブには Folio 155、165 の所蔵が確認できる114。 













                                                        
1992: 168-169］。 
112 MewāṛīGG は Mewāṛ 派の中でもウダイプル様式と呼ばれる。 
113 Folio 61 は所在が不明である。 
114 これらの現地調査の内容については、本論文 0. 0.5 を参照されたい。また、現地調査で入手した細密
画の資料の他に、Goenka Collection［Goswamy 1999］に Folio 152、Suresh Neotia Collection［Sharma 
2006］に Folio 138、150、179 が掲載されている。さらに、Folio 176（GG 7.37）がオークションサイト



























 さて、セット 1 の年代について述べる前にセット 2 の絵画的な特徴を、図 13 を基に確認
しておこう。セット 2 もセット 1 と同様に一偈につき一枚の絵が描かれており内容も忠実
で、外枠の様式や人物と自然の描写もほとんど類似している。しかし場面の構成について
Vatsyayan は、複数の場面が一枚に収められてはいるものの、セット 1 に比べて平面的な配
置であり、全体的な構図は精巧ではないと指摘している126。さらに色彩についても、セット
1 に比べると鮮やかさに欠けており、派手で洗練されていないとされる127。このようにセッ
ト 2 は 1 の続きではあるが、構図や色遣いに違いが見られる。 
 また、セット 2 の内容に少し触れておくと、このセットは GG 10.1 から GG 12.26 までが
含まれているわけだが、GG 12 はクリシュナとラーダーの交媾の描写が歌われており、Folio
                                                        
118 クリシュナの衣装は、他の Mewāṛ 派に描かれるクリシュナの衣装と異なっていると言われる





122 ［Vatsyayan 1987: 136］ 
123 Folio 70 にはヤムナー川が描かれていない。 
124 クリシュナに関する様々な説話の舞台となっている森のことで、彼は幼少期・青年期をそこで過ごし
たとされる。 
125 Ibid., 2 
126 ［Vatsyayan 1987: 137］ 
127 Ibid., 137 
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に見られると言われ129、その奥書には「1714 年 Saṅgrām Siṅgh が Bhaṭṭa Rūpajī に描かせた」
と書かれている130。また、Nidhi Bhatnagar によると Saṅgrām Siṅgh Ⅱの時代に 171 枚が描か
れたとされる131。したがって、少なくともセット 2 の作成年代と作者は奥書の通りであると
言えよう132。一方のセット 1 は、作成年代は明らかにされていないが、Vatsyayan は人物の
描き方や色遣いから 17 世紀後半に描かれたと推測している。MewāṛīGG は所在が明らかで
はない Folio も多いため、それらが発見されるとセットの分類も変わる可能性があるが、セ
ット 1 と 2 に関しては、17 世紀後半から 18 世紀前半にかけて作成されたと考えるのが妥当
と思われる。 














 このように、セット 3 は外枠や構図などは他のセットと類似しているが、色彩や人物の服
装などには明らかな違いが見られる。  
                                                        
128 Ibid., 137 
129 Ibid., 136 
130 ［Andhare 1987: 87］。また、Bhaṭṭa Rūpajī は画家であり詩人でもあると言われている［Vashistha 1995: 
70］。そのため、Folio 上部のラージャスターニー語のキャプションも彼によって書かれたと考えられる。 
131 ［Bhatnagar 2000: 59］ 
132 Bhaṭṭa Rūpajī は絵画と詩の両方を描いたと言われている［Vashistha 1995: 70］。 













Nāsir ’ud Dīn 作、 
British Museum 所蔵 
［1978, 0417, 0. 3］ 





British Museum 所蔵 









図 11 銀 製 の 像 を 吟 味 す る




Metropolitan Museum 所蔵 
［2003. 238］ 









図 13 セット 2. Folio.223 (GG 1.29) ［2016 年 9 月 7 日 Albert Hall Museum にて筆者撮影］ 
図 14 セット 3. Folio 34. おそらく GG 第 3 編第 7 の歌を描いたものと考えられる、 









3.1 MewāṛīGG Folio 27 
 






gītagovindaropatra | 27 | vasaṃte | isī rādhikājī prateṃ saṣī kahehe | rādājī kisā he | vasata re viṣe 
| vāsaṃtī jyā mādhavīlatā | tiṇī rā phūla sarīṣā komala pageṃ kareneṃ vana re viṣe bhramaṇa 
図 15 Folio 27 (GG 1.27) ［2016 年 9 月 11 日 Āhāṛ Museum にて筆者撮影］ 
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kare he | śrīkrasna heṃ deṣatī phire he | jorā vara iso kaṃdarpa rūpī jyo jvara | tiṇī kare upajāvī 






 なお、この Folio に対応する偈文は GG 1.27 であり、Folio を詳細に見ていくために、以下
では偈文について考察していく。 





vasante vāsantīkusumasukumārair avayavair bhramantīṃ kāntāre bahuvihitakr̥ṣṇānusaraṇām | 
amandaṃ kandarpajvarajanitacintākulatayā valadbādhāṃ135 rādhāṃ sarasam idam ūce sahacarī 






idānīṃ bhaṇiteṣu maricāvacūrṇanāsā yūyaṃ (nūnaṃ) kaṭur api spr̥hāvaheti yogam āśritya 
                                                        
134  meghair meduraṃ ambaraṃ vanabhuvaḥ śyāmās tamāladrumair naktaṃ bhīrur ayaṃ tvam eva tad imaṃ rādhe 
gr̥haṃ prāpaya | 
itthaṃ nandanideśataś calitayoḥ pratyadhvakuñjadrumaṃ rādhāmādhavayor jayanti yamunākūle rahaḥkelayaḥ | 





135 valad は calat と表記されているものもある［Telang 1923: 23］。Śaṅkaramiśra の註釈では後者となってい
る。 




vipralambhapūrvako hi saṃbhogo rasikajanarasanīyatām āpadyata iti kavinā ādyapadye 
kathābījatvena saṃbhogasya yad vipralambhapūrvakatvaṃ sūcitaṃ tad eva prakaṭīkurvan 
kr̥ṣṇotkaṇṭhitāṃ rāḍhāṃ kāpy uttambhitamukhena harikathayā protsāhayanty āha ---vasante 
vāsantīti | kācana sahacarī idaṃ vakṣyamāṇaṃ sarasaṃ rasavat rādhām ūce uktavatī | kiṃbhūtām 
| vasante r̥tau amandaṃ yathā syāt tathā kandarpahetujvarajanitacintākulatayā valadbādhām | 
kandarpahetujvarajanitacintākulatvena valantī yātāyātaṃ kurvāṇā bādhā yasyāḥ | cintākule hi 
cetasi bādhā yāty āyāti ceti prasiddhaṃ | kiṃbhūtāṃ | bahu anekadhā dūtyādinā 






















kiṃbhūtām | vāsantīkusumavan mādhavīlatākusumavat sukumārair avayavair upalakṣitāṃ | 
vasante hi mādhavīkusumam udriktaṃ bhavati | ataḥ kāmodrekasaukumārye ca sāmyam | atra 
luptopamālaṃkāraḥ | dakṣiṇo nāyakaḥ | tal lakṣaṇam – ‘snehalaulyam avaiṣamyavaśatas 
tulyatāmiṣan | nāyikāsv apy anekāsu dakṣiṇaḥ sa smr̥to yathā' || virahotkaṇṭhitā nāyikā | ‘ukta 




bhavati sā yasyā vāsakenāgataḥ priyaḥ | tasyānāgamane hetuṃ cintayaty ākulā yathā' || 
tasyābhilāṣo nāma daśāviśeṣo yathā – ‘vyavasāyo bhaved yatra bādhaṃ tat saṃgamāśayā | 


















ちである様子のラーダーを virahotkaṇṭhitā と定義している。 
3.1.3 Śaṅkaramiśraによる註釈 
etāvad granthenābhidheyaprayojanakelivarṇanopayuktanāyakaguṇapratipādanapuraḥsarāṇi 
maṅgalāni vidhāya kaviḥ śr̥ṅgārarasapradhānabhagavatkelivarṇanaṃ cikīrṣus tat 
saṃbhogāpekṣayā vipralambhasyotkr̥ṣṭatvād ādau vipralambhaśr̥ṅgāravarṇanāya 
                                                        
138 マーダヴィーの花もヴァーサンティーと同様で、学名 Hiptage benghalensis を指す。 
139 luptopamā は Monier のサンスクリット語辞書によると「a mutilated or imperfect simile (the conjunction 
expressing comparison or the common attribute being omitted)」と説明される。この偈文では、ラーダーが省略
され「ヴァーサンティーの花のような可憐な四肢」として表現される。 
140  sabhī nāyikāoṃ meṃ samāna rūpa se anurāga pradarśita karanevāle nāyaka ko dakṣiṇa kahate haiṃ | 
yaha aneka nāyikāoṃ ko eka samāna pyāra karatā hai | ［Sahāya 1973: 632］ 
すべてのナーイカーに等しく愛情を示しているナーヤカは dakṣiṇa（巧妙な男）と言われる。彼は多
くのナーイカーを一様に愛している。 
141 utkā とも言われる。［Sahāya 1973: 643］では次のように説明される。 





virahotkaṇṭhitarādhāyāś caritāni varṇayituṃ prastāvayati ---vasanta iti | saṃbhogāpekṣayātra 
vipralambhasyotkarṣaṃ prati tvālaṃkārikāḥ ---‘saṃbhogavipralambhena vinā puṣṭim anu (?) | 
kaṣāyite hi vastrādau bhūyān rāgo 'bhijāyate' | iti | ślokārthas tu ---kācit sahacarī sakhī vasante 
















kīdr̥śīm | avayavair upalakṣitām | kīdr̥śair avayavaiḥ | vāsantīkusumasukumārair 
mādhavīlatāpuṣpavat komalaiḥ | punaḥ kīdr̥śīm | kāntāre mahāraṇye bhramantīm | tatra 
hetugarbhaviśeṣaṇam āha | bahuvihiteti | bahu vāramvāraṃ vihitaṃ kr̥taṃ kr̥ṣṇānusaraṇam 
anveṣaṇaṃ yayā tādr̥śīm | atra hetugarbhaviśesaṇam āha | kaṃdarpeti | kaṃdarpajvareṇa janitā 
yā cintā tat kr̥tā yā ākulatā tayā amandam adhikaṃ yathā syād evaṃ caladbādhāṃ 
pravardhamānapīḍām | avayavair ity atra jaṭābhis tāpasa itivat itthaṃbhūtalakṣaṇe tr̥tīyā | ‘vāsantī 






                                                        
142 Rūpa Gosvāmin による Ujjvalanīlamaṇi 15(śr̥ṅgārabheda). 3、には類似した偈文が見られる。 
na vinā vipralambhena saṃbhogaḥ puṣṭim aśnute | 






















                                                        
143 Amar 2.4.72［Dādhimatha 1915: 152］ 
144 Amar 2.1.17［Dādhimatha 1915: 115］ 
145 Amar 1.9.3［Dādhimatha 1915: 12］。すべて苦悩、苦痛、苦悶という意味。 
図 16 Folio 27 の場面番号 
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に場面が区切られているとは言い難いが、便宜上、図 16 に示したように、Folio を二つの場
面に分けて詳細に見ていくことにする。向かって左側の女性たちがいるところを場面 1、褥
























さらに、Folio 27 に隣接する場面のラーダーの衣装も見ていきたい。まず図 18 は、パド
マー（ラクシュミー）とマドゥ・スーダナ（クリシュナ）が戯れいてる場面である。ここで




る。そして、図 20 も同様に左側にラーダーが描かれており、他の Folio と同じ衣装が描か
                                                        
146 ［Vatsyayan 1987: 35］ 
147 ［Vatsyayan 1987: 36］ 










の女性が描かれている。この中で三人の女性に注目してみると（図 22 の拡大図）、Folio 27
の三人の女性と類似した衣装を身に着けている女性が見られる。しかしながら、ラーダーを
除く女性たちの衣装は一貫性がなく、Folio 27 と図 22 の女性たちが同一人物であるかは不
明である。 




GG 1.1 ではクリシュナとラーダーはヤムナー川のほとりで戯れているとされる。図 17 を
見ると、その戯れは褥の中で行われていることが分かる。先に述べたように、GG 1.27 は実














                                                        
149 プラーナ聖典では、彼の妻は愛情と性愛の歓びを表すラティ、あるいはレーヴァーで、息子の名前は
アニルッダ、娘の名前はトリシュナーとされる。彼の従者はヴァサンタ（季節）で、愛のシーズンを表し
ている［菅沼 1989: 111-112］。 







3.1.5 Folio 27に見られる情趣 
Śaṅkaramiśra の註釈から、GG 1.27 は別離の恋のラサが表現さていると考えられる。では、
絵画ではどのように表現されているのだろうか。 
別離の恋のラサと悲哀のラサの違いはすでに述べたが、ViDha と SamSut を再び確認した



















                                                        






153 男女の恋愛感情に喩えられるバクティの感情のこと［橋本 2005: 119］。 



















   
  
図 17 Folio 1 (GG 1.1) ［Vatsyayan 1987: 5］ 




図 19 Folio 28 (GG 1.28) 
一部拡大図［Vatsyayan 
1987: 39］ 










図 21 Folio 27 三人の女性の
拡大図 
図 22 Folio 69 (GG 2.19)と女性の拡大図 
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3.2 MewāṛīGG Folio 48 
 





gītagoviṃda ro patra | 48 | adyotsaṃga | rādhā jī prateṃ saṣī kahe he | yo malayācala ro vāyu | 
himācala prateṃ jāe he | jyo kisā vāste | malayacaṃdana re viṣe re tāje sarpa | tiṇe kavala na 
kareneṃ | vamanakīdhā | mahāparitāpa pāṃmpā thakā | himācala re viṣe | snāṃnarī ichākare neṃ 














3.2.1 Gītagovinda 1.48 
nityotsaṅgavasadbhujaṅgakavalakleśād 156  iveśācalaṃ prāleyaplavanecchayānusarati 
śrīkhaṇḍaśailānilaḥ | 
kiṃ ca snigdharasālamaulimukulāny ālokya harṣodayād unmīlanti kuhūḥ kuhūr iti kalottālāḥ 






atrotprekṣitaṃ hetum āha --- nityeti | nityam utsaṅge161 vasanto ye bhujaṅgā eva bhujaṅgakās 
teṣāṃ yad valanaṃ tasmāt tatra vā yaḥ kleśaḥ tasmād iva | atha bhujaṅgakād yad valanaṃ tena 
yo jāyamānaḥ kleśaḥ tasmād iva || athavā kavalanaṃ kavalo daśanaṃ tasmāt | sarpadaṣṭo hi tat 





                                                        
155 ［Miller 1984: 9］ 
156 nityotsaṅga は、adryutsaṅga あるいは adyotsaṅga と書かれている写本もある［Telaṇg 1923: 35］。Kumbhā
の註では nityotsaṅga となっているが、Śaṅkaramiśra の註では adryutsaṅga となっている。また、この Folio
と Mānāṅka 註釈が収録されている Kulkarni 版は adyotsaṅga と記されている。 






白檀の香りを運んでくる」とされる［小倉 2000: 88］。 
159 カイラーサ山のこと。 
160 カッコウ（コーキラ鳥）は、マンゴーの木を好み、春に強い声でさえずり、その声は愛欲をかきたて
るものとされる［小倉 2000: 88］ 
161 utsaṅga の意味は、Apte のサンスクリット語辞書によると lap, embrace, interior, surface, slope, the haunch 
or part above the hip, the upper part, edge of a hill, peak,など多岐にわたる。Lee Siegel と小倉は hollows（う













kiṃ ceti vibhāvāntaram āha | pikānāṃ kokilānāṃ kuhūḥ iti gira unmīlanti prādurbhavanti | kiṃ 
bhūtāḥ | kalottālāḥ kalāś ca tā uttālā udīrṇāḥ | kutaḥ | harṣodayāt | kiṃ kr̥tvā | snigdhāni yāni 
rasālamauliṣu mukulāni cūtaśirassu kuḍmalās tān ālokya | …… atra 
















idānīṃ rādhāṃ śīghraṃ gamayituṃ malayānilādiduḥsahatām āha --- adryutsaṅgeti | 
śrīkhaṇḍaśailānilo malayaparvatasaṃbandhī vāyur īśācalaṃ rudrasyācalaṃ himālayam anusarati 
| kasmād iva | adrer malayasya utsaṅge kroḍe vasanto ye bhujaṅgāḥ sarpās teṣāṃ kavalenāśleṣeṇa 
                                                        
163 恋のラサには、愛着・交媾の恋情（rati、saṃbhoga）と別離の恋情（vipralambha）の二種類の基本的感




janito yaḥ kleśaḥ saṃtāpas tasmād iva | tarhi himādriṃ kim iti vrajatītyata āha --- prāleyeti | 
prāleyas tuṣāras tasya plavanam avagāhanaṃ tasyecchayā | atra sarpaiḥ kavalitodgīrṇasya 















れることから苦痛が生じると解釈されている。続いて Śaṅkaramiśra は次のように説明する。 
na kevalam idam eva duḥsahaṃ vasante ’param apīty āha | kiṃ ceti | pikānāṃ kokilānāṃ | kuhūḥ 
kuhūr ity evaṃrūpāḥ śabdā unmīlanti prakaṭībhavanti | kīdr̥śyaḥ | kalottālāḥ kalā avyaktagiro 
madhurāḥ, uttālā udbhaṭāḥ | kasmāt | snigdhā ye rasālā āmravr̥kṣās teṣāṃ ye maulayo ’grabhāgās 
tatra yāni mukulāni tāny ālokya vīkṣya yo harṣodaya ānandāvirbhāvas tasmāt | atra kvacit 
‘adyotsarga’ iti pāṭhaḥ | tatrādya vasante ity arthaḥ | ‘tuṣāras tuhinaṃ himam | prāleyaṃ mihikā 
cātha’ ity amaraḥ | ‘uttālaḥ syādd hemakumbhe garbhe cottāla utkaṭe | śreṣṭhe ’pi vikarāle ’pi syād 









                                                        




葉は〕ここで tuṣāra, tuhina, hima, prāleya, mihikā」165と Amarakośa で言われる。「金の壺、
容器、力強さ、優秀さにおいて、偉大なものがあろう。最も素晴らしくても、また非常
に恐ろしくても、猿の中で偉大であろう」166と Viśvaprakāśa で〔言われる〕。 
ここでは、春にカッコウがマンゴーの蕾を見て歓喜を起こし、甘美で情熱的に鳴いていると












3.2.4 Folio 48に描かれる意匠 
 
                                                        
ではなく adyotsaṅga とも考えられる。 
165 ［Dādhimatha 1915: 36］。tuṣāra をはじめとした五つの語は、すべて雪・寒さという意味。 
166 出典は不明であり、意味も不明瞭である。 
図 24 Folio 48 の場面番号 
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で表され、岩山から生える植物は写実的に描かれている。それに対して Folio 48 は、細く弱
い線で岩山が描かれ、岩山から生える植物はリアリティに欠けている。しかしながら、その















絵画では、Folio 28 から Folio 70168のほとんどに、クリシュナが牛飼いの女性たちと戯れて
いる様子が描かれている。そのためこの描写は、ラーダーが思い浮かべているクリシュナの
様子を表した場面であると考えられる。彼らの様子を描くことで、別離している者との対比
                                                        
167 ムガル画の画風の影響は、1600 年代に活躍したメーワールの画家 Sāhibdīn の作品に顕著に表れてい
る。 





















































図 25 Folio 48 場面 1 の拡大図 







図 27 Warren Hastings の画集より 
Mansūr Hallāj の死刑執行、 
1600-1605 年作成、 
Brooklyn Museum 所蔵 ［69.48.2］ 










図 29 Folio 48 カーマ神と三羽のカッコウの拡大図 
図 30 Folio 48 場面 3 の拡大図 
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3.3 MewāṛīGG Folio 49 
 






gītagoviṃda ro patra | 49 | rāsollāsa | rāsa jukta je hari te rasā karo | hari kisā heṃ | prema kare 
aṃdha jyā rādhā | tiṇī heṃ cuṃbana kīdho he | kisā vāste | gīta stuti rā miṣa thā | vale rāja ro muṣa 
amratamaya he | iso kahe neṃ vale hradaya re viṣe āliṃgana kareṃ heṃ | vale rāsa kīḍāre viṣe 








図 31 Folio 49 (GG 1.49) ［2016 年 9 月 11 日 Āhāṛ Museum にて筆者撮影］ 
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この Folio を詳細に見ていくために、偈文と註釈書を以下で精査していきたい。 
3.3.1 Gītagovinda 1.49 
rāsollāsabhareṇa vibhramabhr̥tām ābhīravāmabhruvām abhyarṇe parirabhya nirbharam uraḥ 
premāndhayā rādhayā | 
sādhu tvadvadanaṃ sudhāmayam iti vyāhr̥tya gītastutivyājād udbhaṭacumbitasmitamanohārī 






 GG 1.49 は、Kumbhā によって付け加えられたと考えられる大本のみに見られる詩節であ










idānīṃ sargānte kavir āśiṣam āśāste --- rāsollāseti | harir vo yuṣmān pātu | kiṃ bhūto hariḥ | 
rādhayā gītastutivyājāt | amr̥tamayamukhanirgatatvāt | idaṃ gītam amr̥tam eveti miṣeṇa vyāhr̥tya 
utkaṭaṃ yathā syāt tathā cumbitaḥ | itīti kim | sādhu yuktam etat yadgītam amr̥takalpam | yatas 
tvad vadanaṃ sudhāmayam | atra vikāre mayaṭ | atrānyanārīsaṃnidhau cumbanam ayuktam iti 
gītastutivyājoktiḥ | kiṃ kr̥tvā | nirbharaṃ gāḍhaṃ yathā syāt tathoraḥ parirabhya | 
さて、章の終わりにおいて、詩人は〔ハリの〕加護を望む―――ラーサの踊りの愉悦云々
                                                        
169 ābhīra は、［小倉 2000: 19］や［Siegel 1990: 249］では牛飼いとされているが、ここではアービーラと
した。アービーラは、アービーラ族のことで、少年神クリシュナが一緒に暮らしていた牛飼いの遊牧民族
と考えられている。のちにアービーラは牛飼いと同義となった［バンダルカル 1993: 109］。また、韻律が
śārdūlavikrīḍita であるため、音節調整のために単に牛飼いという意味で ābhīra を用いたとも考えられる。 
170 GG 1.49 は、Mānāṅka の註釈が収録されている Kulkarni 版にも見られる。 

















kva | ābhīravāmabhruvāṃ gopāṅganānām abhyarṇaṃ samīpe | kiṃ bhūtānāṃ vāmabhruvām | 
rāso gopakrīḍā tasyollāsaḥ saṃharṣaprādurbhāvastasya bhareṇa vilāsavatīnām | kiṃ bhūto hariḥ 
| smitenānyanārīṇāṃ mano hartuṃ śīlaṃ yasya sa tathā | athavā anyanārīsamīpe āliṅganaṃ 
lajjāvaham iti tat parijihīrṣayā rādhāyā hetugarbhaṃ viśeṣaṇam āha premāndhayeti | ‘kāmāndhaḥ 













世紀頃）第 10 巻 29-33 章の Rās Pañcadhyāyī（ラースの 5 章）に見い出される。その内容は
次の通りである。「秋の満月の夜（10-11 月頃）にクリシュナの甘美な歌172を聞いた牛飼いの
                                                        




















atra vipralambhaḥ śr̥ṅgāraḥ | āśīraprastutapraśaṃsāvyājoktyākṣepahetavo 'laṃkārāḥ | pragalbhā 
nāyikāḥ | mugdho nāyakaḥ | atra ‘tarum iva kamitāraṃ cumbanārtādhiroḍhuṃ yadabhilaṣati ca 
nārī tac ca vr̥kṣādhirūḍham ||' iti kr̥tvā vr̥kṣādhirūḍham āśleṣaḥ | ‘ābhīrajāś cumbanahāryacittām' 
iti | ‘namitakam idam āhur yoṣito yadbalena priyamukham abhivaktraṃ nyasya tiṣṭhanty 
udāsyāḥ' iti ratirahasyāt namitakaṃ nāma cumbanaviśeṣaḥ | śārdūlavikrīḍitaṃ chandaḥ | atra 
rādhāyā vīrāyitenotsāhātmakasya vīrarasasyāvirbhāvāt tadupayoginī ārabhaṭī vr̥ttiḥ…… 
ここでは、別離の恋のラサである。祝福するために aprastutapraśaṃsā（主題とは別のこ
とを記述することで主題を言及すること）を vyāja（ふりをする）という言葉で暗示す





                                                        
173 ［橋本 2010］ 












 また、ナーイカーを pragalbhā、ナーヤカを mugdha としている。pragalbhā は、「性愛術に
熟達した女性」178と言われるため、ラーダーの様子がこれに当てはまるだろう。mugdha













                                                        
175 この引用部分は単語の意味が不明瞭のため、以下を参照した。 
nimittakam idam āhur yojitā yadbalena priyamukham abhivakraṃ nyasya tiṣṭhaty udāsyā | Ratirahasya 7.2 
［Sharma 1994: 93］ 
176 上述したように、Ratirahasya には、nimittaka とある。 
177 音節は、－－－, ∪∪－, ∪－∪, ∪∪－|－－∪, －－∪, －|となる。 
178  yaha kāmakalākovidā hotī hai |［Sahāya 1973: 642］ 
179  jisa nāyikā ke śarīra meṃ yauvana kā saṃcāra ho rahā ho yā naī taruṇāī jñalaka rahī ho, use mugdhā kahate 
haiṃ |［Sahāya 1973: 641］ 
180  vāmāṅge ratikelisaṃkularaṇārambhe tathā sāhasaprāyaṃ kāntajayāya kiṃcid upari prārambhi yatsaṃbhramāt | 
niṣpandā jaghanasthalī śithilitā dorvallir utkampitaṃ vakṣo mīlitam akṣi pauruṣarasaḥ strīṇāṃ kutaḥ sidhyati | 





GG 12.12 は Kumbhā によって「愛着（交媾）と呼ばれる恋のラサ」と解釈されている。 
181 ［Siegel 1990: 52］では、GG 12.13 とあるが GG 12.12 の誤植と考えられるため後者を記載した。 





また、vr̥tti として ārabhaṭī が適切であるという解釈にも注目しておきたい。Hindī 
Śabdasāgar では、「これによってマーヤー、呪術、争い、怒り、衝撃、反撃、束縛などの、
様々な忿怒、恐怖、嫌悪のラサが示される」183と言われる。さらに、Bhāratīya Sāhitya Śāstra 
Kośa では、「この vr̥tti においては、マーヤー、呪術、争いと同様に怒り狂う動作が示され





 以上のことを参考に、図 32 のように三つの場面に区切って詳細に見ていく。ここでは褥
やバナナの木や建物によって場面が区切られている。 
【場面 1】 
                                                        
183  iske dvārā māyā, iṃdrajāla, saṃgrāma, krodha, āghāta, pritāghāta aura baṃdhanādi vividha raudra, bhayānaka 
aura bīpatsa(bībhatsa) rasa dikhāe jāte haiṃ |［https://dsalsrv04.uchicago.edu/dictionaries/dasa-hindi/］（最終
アクセス 2019 年 10 月 16 日） 
184  isa vr̥tti meṃ māyā, iṃdrajāla, saṃgrāma tathā krodhodbhrāṃta ceṣṭāyeṃ pradarśita kī jātī haiṃ | yaha vr̥tti 
uddhata nāyaka kī hotī hai | ［Sahāya 1973: 233］ 
185 vr̥tti に関する解釈はいささか疑問ではあるが、「忿怒と勇猛のラサの違いは把握し難い」［Goswamy 
1986: 146］とされるため、vr̥tti でも同様のことが考えられる。 
図 32 Folio 49 の場面番号 
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186 ［Vatsyayan 1987: 68］ 





























 GG 1.49 には別離の恋のラサと勇猛のラサが表現されていることが明らかとなった。これ
まで、別離の恋のラサは、悲哀のラサを体験させるものとして描かれているのではないかと
考察した。では、再び Folio 49 を見てみよう。クリシュナがラーダーから離れて行こうとす
る様子が描かれていると指摘したが、それによってラーダーが涙を流していたり、うつむい
て悲嘆したりしている様子は描かれていない。他の人物たちも同様に、悲しみに暮れている
                                                        




























図 33 Folio 49 場面 1 拡大図 
図 34 Folio 49 場面 2 拡大図 





jaladapaṭalavalad induvinindakacandanatilakalalāṭam | 
pīnapayodharaparisaramardananirdayahr̥dayakapāṭam | 





gītagoviṃdaropatra | 55 | rādhikā saṣī prateṃ kahe he | vale bhagavāna kisā he | meghasamūhe 
jugata isā caṃdramā ro niṃdaka iso caṃdanarotilaka hai lalāṭa re viṣe | vale moṭā je stana 
maṃḍala ro mardana taṇī kareneṃ nirdaya he hr̥daya kapāṭa jaṇī ro | isā bhagavāṇa heṃ mhāro 






                                                        
190 通常は Folio 番号の次に書かれるが、ここでは最後に書かれている。 





śrījayadevabhaṇitam atisundaramohanamadhuripurūpam | 
haricaraṇasmaraṇaṃ prati saṃprati puṇyavatām anurūpaṃ | 






gītagoviṃdaropatra | 58 | śrījayadeva | yo jayadeva ro bhaṇyo iso jyo gīta atisuṃdara hai | 
manohara hai | madhuripu je śrībhagavāna jaṇī ro svarūpa hai | śrībhagana191 ro | varṇana | 





                                                        
191 śrībhagavāna の誤表記と考えられる。 
図 37 Folio 58 (GG 2.9) ［2016 年 9 月 11 日 Āhāṛ Museum にて筆者撮影］ 
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3.4 MewāṛīGG Folio 69 
 




gītagoviṃdaropatra | 69 | hastanpasta | rādhājī saṣī prateṃ kaheheh | vana re viṣe gopāṃganāoṃ 
vīṃṭyā thakā | śrībhagavāṃna heṃ deṣeneṃ | rājīkuṃūṃ | vale bhagavāṃna kisā heṃ | hātha 
meṃ suṃdara vāṃsalī vajāyeṃ heṃ | gopāṃganā yaṇī lajita thakī | hāsyajukta kaṭākṣa kare 
deṣeṃ heṃ | vale bhagavāṃna kisā heṃ | pari sveda kare jukta heṃ gaṇdhasthala jiṇāṃrā | mohe 








                                                        
192 サンスクリット語の原文では hastasrasta である。 
図 38 Folio 69 (GG 2.19) ［2016 年 9 月 11 日 Āhāṛ Museum にて筆者撮影］ 
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この Folio を詳細に見ていくために、偈文と註釈書を以下で精査していきたい。 







mām udvīkṣya vilajjitaṃ smitasudhāmugdhānanaṃ kānane govindaṃ vrajasundarīgaṇavr̥taṃ 







idānīṃ manasā bhāvitaṃ parameśvaraṃ dr̥ṣṭvā sakhedam āha ---hastasrasteti | he sakhi, bata iti 
khede | ahaṃ kānane vr̥ndāvane govindaṃ paśyāmi vyalīkaṃ hr̥ṣyāmi ca | kiṃ viśiṣṭaṃ govindam 
| vrajasundarīgaṇavr̥taṃ gopāṅganāsamūhayuktam | punaḥ kiṃbhūtam | smitasudhāmadhuram 
ānanaṃ yasya tam | punaḥ kiṃbhūtam | mām udvīkṣya māṃ dr̥ṣṭvā hastāt srastaḥ patito 
vilāsavaṃśaḥ keliveṇur yasya | ata eva vilajjitaṃ vihvalībhūtam | punaḥ kiṃbhūtam | 
atisvedenārdraṃ gaṇḍasthalaṃ yasya | gaṇḍasthalām194  iti pāṭhe mām ity asya viśeṣaṇam | 
























punaḥ kiṃbhūtam | anr̥jubhrūvallimadballavīvr̥ndotsāridr̥gantavīkṣitam | kuṭilabhrūvalliyutānāṃ 
ballavīnāṃ vr̥nde utsāri ūrdhvaprasaraṇaśīlaṃ dr̥gantavīkṣitaṃ kaṭākṣekṣaṇaṃ yasya | athavā 
anr̥jubhrūvallimadballavīvr̥ndena utsāriṇā dr̥gantena vīkṣitam | etāvatā rādhāṃ prati tasya 
svabhāvāvalokanaṃ dr̥ṣṭvānyābhir apasr̥tam | atra śārdūlavikrīḍitaṃ chandaḥ | tathā dīpakam 
alaṃkāraḥ | vipralambhaśr̥ṅgāro rasaḥ | atra govindasya vrajasundarīparivr̥tatvepi 196  yat 
ātmaupādhikadarśanasya lajjitāhetutvena harṣadarśanakarma ato ’pādānam aucitīm āvahati |…











                                                        
195 NŚ 6.22［上村 1990: 367-368］を参照。sāttvika-bhāva は「involuntary states（無意識の状態）」と訳され
る［上村 1990: 13］。sāttvika-bhāva の詳しい解説については［上村 1990: 333-342］を参照のこと。 
196 この箇所を訳すにあたっては［Telang 1913: 50］の「vrajasundarīparivr̥tatve ‘pi」を採用した。 
197 ⋃ ⋃ ⋃,- - ⋃,- ⋃ -,- - ⋃, ⋃ ⋃ -, ⋃ ⋃ -, ⋃ 
198 dīpaka の修辞法とは「たとえられる語とたとえになる語が共通の性質を表わす一語によって表現され
る修辞法。二つ以上のものが共通の特徴を持つものとして関連づけられたり、いくつかの特徴が同一のも
のに属すると断定される修辞法」［古賀 2009: 657］とされる。 
199 クリシュナはラース・リーラーにおいて、牛飼いの女性たちに自分の幻影を見せることで、各々がク












svamanorathān āha ---hasteti | he sakhi, ahaṃ govindaṃ kadā paśyāmi | kadācid 
govindadarśanaṃ bhaviṣyatīty āśaṅkāyāṃ kākuḥ | ata eva hr̥ṣyāmi | tad darśanajanya ānando 
mama kadācid bhaviṣyatīty aprāpyāśaṃseva | paśyāmi hr̥ṣyāmīti bhaviṣyatsāmīpye 









kīdr̥śam | vrajasundarīgaṇavr̥taṃ gopavadhūkadambaparivr̥tam | nanu sapatnībhiḥ parivr̥taṃ 
dr̥ṣṭā kathaṃ te harṣo bhaviṣyatīty ata āha ---mām iti | mām udvīkṣya dr̥ṣṭvā vilajjitam | punaḥ 
kīdr̥śam | anyavadhūbhiḥ parivr̥to ’ham anayā dr̥ṣṭa iti hetor viṣādasūcakaṃ yat smitaṃ tad eva 
śubhratvād atispr̥haṇīyatvāc ca sudhā tayā mugdhaṃ manoharam ānanaṃ mukhaṃ yasya | punaḥ 
kīdr̥śam | anr̥juḥ kuṭilā bhrūlatā yāsām etādr̥śyo yā ballavyo gopavadhvas tāsāṃ vr̥ndam 
utsārayaty evaṃ śīlaṃ dr̥gantavīkṣitaṃ netrāntenāvalokitaṃ yasya tam | mayy āgatāyāṃ bhiyā 
dr̥gantaceṣṭayānyagopīrapasārayatīty arthaḥ | punaḥ kīdr̥śam | hastāt srasto vigalito mad 
darśanena sādhvasavaśāt skhalito vilāsavaṃśaḥ krīḍāveṇur yasya tam | punaḥ kīdr̥śam | atiśayena 
svedair ārdraṃ gaṇḍasthalaṃ yasya tam | sarvatra mām udvīkṣyety asya saṃbandhaḥ || 
どのように。〈ヴラジャの多くの美女たちに囲まれた〉〔すなわち〕多くの牛飼いの妻た
                                                        



















































































図 40 Folio 69 場面 1 拡大図
図 41 Folio.69 場面 2 拡大図 
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3.5 MewāṛīGG Folio 70 
 
 Folio 70 は、GG 2.20 を描いたものである。バーンスリーを奏で、女性たちに囲まれたク
リシュナと、会話をするラーダーとサキーの他に、池や建物、二人の男性、三羽の孔雀が描
かれている。MewāṛīGG には常にヤムナー川が描かれているが、この Folio にはそれが見ら
れない。Folio 上部のラージャスターニー語は次の通りである。 
【ラージャスターニー語試訳】 
gītagooviṃdaropatra | 70 | durāloka | rādhājī saṣī āgeṃ kahehe | he saṣi | thotalā va ro upavana ro 
pavana mo he vyathāpamā vehe | pavana kiso he | suṃdara thoḍā heṃ puṣpa jiṇī | isī jyā asokalatā 
| tiṇī ro he vikāsa jiṇī re viṣe | jyo paṇa vyathā upajā vehe | neṃ bhranaṇakarati isī jyā bhramara 









図 42 Folio 70 (GG 2.20) ［2016 年 9 月 11 日 Āhāṛ Museum にて筆者撮影］ 
88 
 
3.5.1 Gītagovinda 2.20 
durālokastokastabakanavakāśokalatikāvikāsaḥ202 kāsāropavanapavano ’pi vyathayati | 
api bhrāmyad bhr̥ṅgīraṇitaramaṇīyā203 na mukulaprasūtiś cūtānāṃ sakhi śikhariṇīyaṃ sukhayati 






idānīṃ punar eva vipralambhavibhāvān āha ---durāloka iti | he sakhi, 
durālokastokastabakanavakāśokalatikāvikāsaḥ māṃ vyathayati | duḥkhenālokyate virahibhir iti 
durālokaḥ | durālokastoko ’lpakaḥ stabako guccho yasyāḥ sā | aśokalatikāyāḥ vikāsaḥ 
aśokalatikāvikāsaḥ | nava eva navakaḥ | praśaṃsāyāṃ kaḥ | navakaś cāsāv aśokalatikāvikāsaś ca 















                                                        
202 durālokaḥ stokastabakanavikā という読みもある［Telang 1923: 51］。Śaṅkaramiśra の註ではこちらが用い
られている。 




律ともされる［小倉 2000: 91］。 
89 
 
apica | ayaṃ kāsāropavanapavano vyathayati | na kevalaṃ saḥ | pavano ’pīti | ‘kāsāraḥ sarasīsaraḥ’ 
| athavā durāloka ity ādipavanaviśeṣaṇatvena yojanīyam | durālokastokastabakā cāsau 
navakāśokalatikā ceti karmaṇyaṇ | athavā aśokalatikāyā vikāso yasmād iti | etena vāyos 









apica na kevalaṃ pavanaḥ api tu cūtānāṃ mukulaprasūtir api na sukhayati | kīdr̥śī mukulaprasūtiḥ 
| śikhariṇī sāgrā | punaḥ kīdr̥śī | bhrāmyad bhr̥ṅgīraṇitaramaṇīyā | bhrāmyantyaḥ paritaḥ 
sphurantyo yā bhr̥ṅgyo br̥ṅgāṅganās tāsāṃ raṇitena śabditena ramaṇīyā | atra 
madhuliḍaṅganāgrahaṇaṃ puruṣāntarābhilāṣanivr̥ttyā aucitīm āvahati | atra śikhariṇī vr̥ttam | 
samuccayo ’laṃkāraḥ | kāṭānuprāsaḥ śabdālaṃkāraś ca | kriyaucityaṃ ca | vipralambhaḥ śr̥ṅgāro 









のラサである。常に sthitilayā（一定の拍子）の gīti（音節韻律）である。Magadha 地方
と Bengal 地方の rīti（文体）である。 
そして、マンゴーのつぼみが芽吹くことと、羽音を立てる黒バチについて説明される。これ
                                                        
206 Amar 1.10.28［Dādhimatha 1915: 103］の引用。 
207 三種類の風については意味が不明瞭であり、vāyu ではなく kāsāra の誤表記とも考えられる。 











he sakhi, dhairyam avalambasva miliṣyaty eva tvāṃ harir ity āśvāsayantīṃ dūtīm eva tvarayitum 
āha ---dūrāloketi | he sakhi, stoko ’lpaḥ stabako guccho yasyā etādr̥śī yā 
navikātinavā ’śokalatikānukampyāśokaśākhā tasyā vikāsa udbodho durāloko 
duḥkhenālokayituṃ śakyaḥ | navikety atra hrasvaḥ | latikety atrānukampāyāṃ kaḥ | 
















kim aparam | kāsāraḥ saras tat saṃbandhi yad upavanaṃ tat saṃbandhī yaḥ pavano vāyuḥ so ’pi 
vyathayati | duḥkhaṃ dadātīty arthaḥ | kāsārapadena vāyoḥ śaityaṃ kathitam | 
upavanasaṃbandhitvena sasaugandhyaṃ māndyaṃ ca dhvanitam | yato vanavr̥kṣair 
upahatagatitvena manda eva vāyur bhavatīti | yadvā | stokety ādi vāyor eva viśeṣaṇam | tadā 
stokastabakanavakāśokalatikāṃ vikāsayatīty evaṃbhūtaḥ pavano vyathayatīty anvayaḥ | 
nanvabhimukham āgacchan pavanaś calanādinā nivāryatām ity ata āha ---durāloka iti | atīndriya 
                                                        
212 ataivānukampyā として訳した。 





















api ca iyaṃ śikhariṇī govardhanagirau vartamānā cūtānām āmrāṇāṃ mukulaprasūtir api 
kuḍmalodgamo ’pi na sukhayati | vikāsadaśāyāṃ tu ko veda kiṃ kariṣyatīti kavinā dhvanitam | 
prasūtiḥ śikhariṇī | praśastāgrabhāgavatīty arthaḥ | śikhariṇīty atra praśaṃsāyāmin | yad vā iyaṃ 
śikhariṇī mallikā na sukhayatīty arthaḥ | kīdr̥śī | bhrāmyantīnāṃ bhramarāṅganānāṃ raṇitibhir 
guñjitai ramaṇīyā | śikhariṇīnāmakaṃ chanda ity api dhvanitam | tal lakṣaṇaṃ tu vr̥ttaratnākare | 
‘stoko ’lpe cātake’ iti viśvaḥ | ‘syād gucchakas tu stabakaḥ’ ity amaraḥ | ‘latāṃ 
jyotiṣmatīvr̥kṣaśākhāvallipriyaṅguṣu’ iti viśvaḥ | ‘kāsāraḥ sarasī saraḥ’ ity amaraḥ | ‘strīratnaṃ 



























                                                        
217 まだ蕾の状態のジャスミンは、香りがしないため人々を喜ばせないと考えられるが、意味は不明瞭で
ある。 
218 Kedārabhaṭṭa（11 世紀頃）による詩論書。 
219 Viśva. ka. 2.29［Maheśvara 1911: 4］ 
220 syādgutsakastu stabakaḥ …… | Amar 2.4.16［Dādhimatha 1915: 133］ 
221 粟、油菜、ヒハツの意味がある。 
222 latā jyotiṣmatī spr̥kkā śākhāvallīpriyaṅguṣu …… | Viśva. ta. 2.42［Maheśvara 1911: 55］ 
223 kāsāraḥ sarasī saraḥ …… | Amar 1.10.28［Dādhimatha 1915: 103］ 
224 strīratne mallikāyāñ ca proktā śikhariṇī budhaiḥ …… | Viśva. ṇa. 4.103［Maheśvara 1911: 55］ 
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3.5.4 Folio 70に描かれる意匠 
 

















                                                        
225 ［Vatsyayan 1986: 90］ 



































                                                        
226 ［Vatsyayan 1986: 90］ 



































                                                        








図 44 宮廷にて Jethi（格闘家）による格闘技を見物する Mahārāṇā Saṅgrām Siṅgh、 










図 45 Gogundā（ウダイプルにある町）にて行われる Mahārāṇa Rāja Siṅgh II の 
Barāta（花婿たち）の行列、 







図 46 Folio 70 場面 1 と孔雀の拡大図 







図 48 Folio 70 場面 2 の拡大図 
図 49 Folio 70 場面 3 の拡大図 
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3.6 MewāṛīGG Folio 79 
 




gītagoviṃdaropatra | 79 | kṣamyatā | vale śrīkrasna āparā manasuṃ kahehe | he rādhe tūṃmharo 
aparādha kṣumākara | auṃ iso kadīnakaruṃ | tiṃthī he suṃdari tūṃ mohe darasana he | hūṃ kāṃ 





Folio を詳細に見ていくために、偈文と註釈書を以下で精査していきたい。  
                                                        
229 ラーダーを探し歩いているという意味であろう。 
図 50 Folio 79 (GG 3.9) ［2016 年 9 月 11 日 Āhāṛ Museum にて筆者撮影］ 
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3.6.1 Gītagovinda 3.9 
 GG 第三編では、ラーダーへの愛情を取り戻したクリシュナが、牛飼いの女性たちを捨て
て一人悔やむ場面が歌われる。 
kṣamyatām aparaṃ kadāpi tavedr̥śaṃ na karomi | 
dehi sundari ramaṇaṃ mama manmathena dunomi | 





kṣamyatām iti | he tanvi, bhavatu yat kiṃcin mayā aparāddhaṃ kṣamyatāṃ tat | īdr̥śam aparam 
apriyaṃ tava kadāpi na kariṣyāmi | he sundari, mama darśanaṃ dehi | tvad vināhaṃ manmathena 











kṣamyatām iti | he sundari, kṣamyatāṃ mamāparādhaṃ kṣamasva | kadāpi tavedr̥śaṃ vipriyaṃ 
na kariṣyāmi | iyaṃ conmādāvasthā | tad uktaṃ rasārṇavasudhākare ---‘atasmiṃs tad iti bhrāntir 
unmādād eva jāyate’ iti | punaḥ kiṃcit saṃjātavivekaḥ kathayati | he sundari, mama darśanaṃ 
dehi | manmathena kāmenāhaṃ dunomi tapto bhavāmi || 
許しておくれ云々と。おお、〈美しい人よ〉、〈私の〉罪を〈許しておくれ〉〔すなわち〕
                                                        
230  jo niściṃta, komala svabhāvavālā, sukhī tathā kalā meṃ āsakta rahe, use dhīralalita kahate haiṃ | yaha vilāsī, 










 Śaṅkaramiśra もここでは簡潔に偈文を説明している。Śaṅkaramiśra は、クリシュナが激し
い愛情の状態であるとしている。さらに、困惑はまさに激しい愛情によって生じると説かれ
る。ここではクリシュナも困惑した状態であると推察されよう。 
3.6.4 Folio 79に描かれる意匠 
 





                                                        
231 14 世紀に Siṅhabhūpāla II によって著された。 
232 ［Venkatacharya 1979: 261］では、「atasmiṃs tad iti bhrāntir unmādo virahodbhavaḥ」Rasārṇavasudhākara. 
2.195 とある。atasmiṃs tad は、something as something else［Garg 1992: 772］の意味で訳した。また、
［Bansat-Boundon 2011 :166］では that in not that の意味が提示されている。 
































                                                        
233 GG 第三編第七の歌では、「ああ、ああ、〔私への〕敬意を失くして、彼女は怒って行ってしまった」と
繰り返し歌われる。Folio 73 から 80 までは、そのリフレインを絵画で表現しており、クリシュナと牛飼い
の女性たちだけでなく、ラーダーが別の方向に行く様子が描かれている。この描写を考慮すると、Folio 











3.6.5 Folio 79に見られる情趣 















                                                        










図 52 Folio 79 場面 1 の拡大図 








図 54 Folio 79 場面 3 の拡大図 
図 55 Folio 79 場面 4 の拡大図 
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3.7 Mewār̥īGG Folio 81 
 
 Folio 81 は GG 3.11 を描いたものである。木で覆われた褥の中にはクリシュナが描かれ、
その周りに二体のカーマ神が描かれている。Folio の右側には、白い山のようなものと一緒
に、うつむいて座る人物が描かれる。そしてその人物の横にもカーマ神が描かれている。ま
た Folio の右下には、これまで考察してきた Folio と同様の構図でラーダーとサキーが描か
れる。Folio 上部のラージャスターニー語は次の通りである。 
【ラージャスターニー語試訳】 
gītagoviṃdaropatra | 81 | hr̥di bisalatā | śrīkrasna kāmadevathā kahehe | mhārī priā jyā rādhā | tiṇī 
vigara mohe | siva rī bhrāṃti kareneṃ | tūṃ kyuṃ māra vā doḍehe | yā mhārā hr̥daya re viṣe 
kamara rī mālā he | kāṃī śeṣanāga na hai | kaṃṭha re viṣe kamala dala śreṇī hai | kāṃī viṣa na hai 











3.7.1 Gītagovinda 3.11 
hr̥di bisalatāhāro nāyaṃ bhujaṅgamanāyakaḥ kuvalayadalaśreṇī kaṇṭhe na sā garaladyutiḥ | 
malayajarajo nedaṃ bhasma priyārahite mayi prahara na harabhrāntyānaṅga krudhā kim u 






idānīṃ smaraśarāhatijarjaracetā bhrāntaḥ san kāmam api bhrāntaṃ vidan nāha ---hr̥dīti | he anaṅga, 
harabhrāntyā priyārahite mayi na prahara prahāraṃ mā kārṣīḥ | ebhiś cihnair haro ’yam iti cet tad apy 
anyathayati | hr̥dy ayaṃ bhujaṃgamanāyako na 240  api tu bisalatāhāraḥ | bisalatāhāra iti 
rūpakālaṃkāraḥ | śubhratvāt hr̥dy avasthānāc ca mr̥ṇāle vāsukibhramaḥ | apica | kaṇṭhe iyaṃ 
kuvalayadalaśreṇī | na prasiddhā garaladyutiḥ | iyam api virahāturasya mama garaladyutir iva vidyate 
| paraṃ yad bhrāntyā mayi praharasi sā prasiddhā īśvarasaṃbandhinī na | idaṃ malayajarajo ’ṅgatāpāc 
chuklaṃ candanaṃ vidyate na bhasma | kim u iti241 vitarke | satyam krudhā kopena dhāvasi | lokoktiḥ 
| hariṇīvr̥ttam | ‘prakr̥taṃ yan niṣidhyānyat sādhyate ’sāv apahnutiḥ’ ity apahnutir alaṃkāraḥ | 






                                                        
235 七つの下界の一つパーターラを支配している Vāsuki（蛇の王）のこと。乳海撹拌の際に、Vāsuki をマ
ンダラ山に巻き付けて大洋をかきまわした。乳海撹拌の後、Vāsuki はシヴァの腕輪となった［Mani 1984: 
838-839］。また、シヴァは Nāgakuṇḍala（蛇を首飾りとする者）ともよばれている。 
236 Nīlakaṇṭha（青い喉を持つもの）のこと。乳海撹拌の際に現れた Kālakūṭa という猛毒をシヴァが飲み込
み喉に留めたため、Nīlakaṇṭha と呼ばれるようになった［Mani 1984: 372］。 




目から閃光を発し、カーマ神を焼いて灰にした［Mani 1984: 378-379］。 
239 シヴァ神の異名で、万物を破壊する者の意。 
240 ［Telang 1913: 58］では「……na | api tu……」となっているためこちらを採用した。 










のような〕諺である。hariṇī の vr̥tta である。「他を排除（否定）して本来〔の意味〕が







idānīṃ kāma eva me duḥkhaṃ prayacchatīti tam evopālambhanenāha ---hr̥dīti | he ’naṅga 
kandarpa, mayi na prahara prahāraṃ mā kuru | kim v iti vitarke | mayi harabhrāntyā 
mahādevabhramātkrudhā krodhena tvaṃ dhāvasi iti kim u tarkayāmi | yadvā u iti saṃbodhane | 
he ’naṅga, harabhrāntyā mayi kim iti dhāvasi | kīdr̥śe mayi | priyārahite virahite | tathāca tad 
viśleṣād evāhaṃ saṃtaptas tvaṃ mr̥takarūpasya mama māraṇaṃ kim iti karoṣīti bhāvaḥ | yadvā 
haraḥ sarvadā priyāyukto ’haṃ tv adhunā priyāvirahita iti mayi harabhramo na yukta iti bhāvaḥ | 
hareṇa tvac charīraṃ dagdham ataḥ kāmasya mahadvairasūcanāyānaṅgapadena saṃbodhane 









                                                        
242 Mammaṭa の Kāvyaprakāśa の引用。 
















ayaṃ bisalatāhāro mr̥ṇālalatāhāras tadvad virahajanyasaṃtāpaśāntyarthaṃ dhr̥taḥ natu 
bhujaṃgamanāyakaḥ | sarparājo vāsukiḥ | iyaṃ kaṇṭhe kuvalayadalānāṃ nīlotpalapatrāṇāṃ 
śreṇiḥ paṅktiḥ śaityāddhr̥tā na tu sā garaladyutir viṣakāntiḥ | idaṃ sarvāṅge tāpaśāntyarthaṃ 
dhr̥taṃ malayajarasaś candanadhūlir na tu bhasma vibhūtiḥ | aṅge liptaḥ praśithilacandano ’pi 
virahatāpavaśād dhūlībhūta iti rajaḥpadena sūcitam | tathāca bisalatāyāṃ 
śaityadīrghatvādidarśanād vā vāsukibhramāt, nīlotpaladalapaṅktau śyāmatvādidarśanād 
uragabhramāt, candanarajasi bhasmabhramāc ca mayi mahādevabhramastava yukto neti bhāvaḥ 
| ayaṃ ca bhrāntimānalaṃkāraḥ ‘sādr̥śyād vastvantarapratītir bhrāntimān’ iti tal lakṣaṇam | 













                                                        
244  sādr̥śyamūlaka alaṃkāra | atyadhika sādr̥śya ke kāraṇa jaba prastuta meṃ aprastuta kī niścayātmaka bhrāṃti ho 
















                                                        
類似性に基づく修辞法。非常に似ているので、提示物を非提示物と確実に誤認すると、bhrāṃtimān
の修辞法である。 
245 Alaṃkārasarvasva 55-58．［Sahāya 1973: 879］ 
246 ［Dādhimatha 1915: 444］では、「āho utāho kimuta vikalpe kiṃ kimūta ca……」Amar. 4.5「疑問文において
は、āho、utāho、kimuta、kiṃ、kimūta〔を用いる〕」とされる。 
247 ［Maheshvara 1911: 185］では、「sambuddhau ruṣoktau ca……」Viśva. 2. u.4.「呼格と、怒りの言葉にお
いて」とされる。 
































































3.7.5 Folio 81に見られる情趣 
以上、Folio を三つの場面に分けて詳細に分析を行った。では、ここからどのような情趣






                                                        
250 Mani は「シヴァは絡まった赤毛を持つ。Kaparda（もつれた髪）とも知られ、それゆえ Kapardin（もつ
れた髪を持つもの）とも呼ばれる。……頭に Gaṅgā と Candra を持ち、それゆえ Gaṅgādhara や Candracūḍa
としても知られる。……獅子の毛皮を身にまとい、象の皮を敷物として用いている。……四肢全体には、






















図 58 Folio 81 場面 1 の拡大図 
図 59 Folio 81 場面 2 の拡大図 
図 60 Folio 81 場面 3 の拡大図 
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3.8 MewāṛīGG Folio 104 
 
3.8.1 MewāṛīGGとしての Folio 104 
 MewāṛīGG は、欠損している Folio も多く、現在それらの所在は明らかにされていないと
いうことは既に述べた。インド・デリーでの細密画に関する現地調査（2018 年 1 月 31 日か
ら 2 月 11 日）を行った際に、先行研究の段階では所在不明であった MewāṛīGG の一部が
National Museum New Delhi に所蔵されていることが確認できた。本論に入る前に、上に挙
げた Acc. No. 83.454 が、MewāṛīGG の Folio 104 であるのか確認していきたい。 
 MewāṛīGG の特徴は、本論文第 2 章で述べた通りである。そこで挙げた特徴と上の Folio
を比較すると以下の表のようになる。また、ここでは比較資料として章末の図版に Folio 85
（図 63）と Folio 94（図 64）を挙げたので参照されたい。 
 
  
図 61 Folio 104 (GG 4.19)、National Museum New Delhi 所蔵［83.454］ 
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【MewāṛīGG の特徴と Folio 104 の特徴の対応表】 
 








































































                                                        














以上のように Folio 104 は、クリシュナの装いに若干の違いはあるが、多くの点で
MewāṛīGG と類似した特徴が確認できる。したがって、Acc. No. 83.454 は、MewāṛīGG の Folio 
104 であると考えられる。 
3.8.2 Gītagovinda 4.19 
では、Folio 104 の内容を考察していきたい。この Folio にはこれまでと同様にクリシュナ、
ラーダー、サキーが描かれており、特にラーダーが複数描かれているのが特徴的である。ま
た、これらの人物の他に、三人の人物も描かれている。Folio 104 は、キャプションの出だし




gītagoviṃdaropatra | 104 | sāromāṃcati | vale saṣī śrīkrasna prateṃ kahehe | rādhājī heṃ 
sātvikabhāva hve he | romāṃca hve he | sītkāra kare he | vilāpa kare he | kaṃpāyamāṃna hve he 
| ṣedapāṃ me he | dhyāṃna kare he | bhrame he | uṭhe he | mūrchā ṣāe paḍe he | tiṇī vāste jive 
nahīṃ | to raja heṃ kaṃī lābha he | raja svarga rā vaidha rūpa he | ye prasaṃna hvoto | rādhājī thī 








Folio を細かく分析していくために、GG 4.19 の内容を見ていくことにする。以下は、ラーダ
ーは乙女と戯れるクリシュナに嫉妬して出て行ってしまった。そして、クリシュナへの愛に
苦悩しているラーダーの様子を、サキー（女友達）がクリシュナに語る場面である。 
                                                        




sā romāñcati sītkaroti vilapaty utkampate tāmyati dhyāyaty udbhramati pramīlati pataty udyāti 
mūrcchaty api | 
etāvaty atanujvare 253  varatanur jīven na kiṃ te rasāt svarvaidyapratima prasīdasi yadi 








idānīṃ bhaktyākhyā bhāvitamaraṇaśaṃsanamiṣeṇa tanmanaḥ prarocayati ---seti | he 
svarvaidyapratima aśvinīkumārasadr̥śarūpa | etāvaty atanujvare etāvatīm avasthāṃ prāptavaty 
atanujvare | pakṣe atanujvare mahati jvare sati yadi prasīdasi tataḥ sā varatanuḥ tava rasāt śr̥ṅgārāt 
kiṃ na jīvet | api tu jīved eva | anyathā cen na prasīdasi tadā anta evāntakaḥ maraṇaṃ nāsi, 
maraṇahetutvāt tvam eva maraṇam iti | athavā | he svarvaidyapratima aśvinīkumāratulya vaidya, 
yadi prasīdasi tatas te rasāt pāradādiniṣpannauṣadhāt sā varatanur na jīvet | api tu jīved eva | 
anyathā antako yamo nāsi | api tu yama eva | varatanur iti hetugarbhaṃ viśeṣaṇam | tena sā 












                                                        
253 etāvaty atanujvare は、etādr̥śy atanujvare と表記されるものもある［Telang 1923: 72］。Śaṅkaramiśra の註で
は後者となっている。 
254 ヴェーダ神話のアシュヴィン双神のこと。『リグ・ヴェーダ』では農業・家畜、とくに馬との関係が説か
















 さらに Kumbhā は、偈文の前半部分について NŚ を引用しつつも独自の解釈を入れて次の
ように説明している。 
sā rādhā na kevalaṃ bāhyavr̥ttyā tvayy anuraktā kiṃ tu sātvikabhāvenāpi256 tvad āyattajīviteti 
darśayanty āha | tān eva sātvikān bhāvān vivr̥ṇoti ---sā romāñcatīti | ‘stambhaḥ svedo ’tha 
rāmāñcaḥ257 svarabhaṅgo ’tha vepathuḥ | vaivarṇyam aśrupralayāv ity aṣṭau sātvikā matāḥ’ | sā 
rādhā romāñcati | romāñco vidyate yasya sa romāñcita ity arthaḥ | tadvad ācarati romāñcati | 
akāro ’tra matvarthīyaḥ | romāñcatītyādinā romāñca uktaḥ | sītkarotīti 258  vaivarṇyam | 
vilapatyudyātibhyām aśru | udyātīti niḥsarati | utkampatyudbhramatibhyāṃ vepathuḥ | tāmyatinā 
svedaḥ | dhyāyatipatatibhyāṃ stambhaḥ patatīti vaiparītyena tapatir vaivarṇye yojanīyaḥ | 
pramīlatinā svarabhaṅgaḥ | mūrcchatinā pralayaḥ | ity evam aṣṭau sāttvikāḥ pradarśitā bhavanti | 







（pralaya）とが 8 つの sāttvika として知られる」260。〈彼女〉〔すなわち〕ラーダーは〈総
毛立っている〉。総毛立ちがあるその人が、総毛立っているという意味である。そのよ
                                                        
256 sātvika＝sāttvika 
257 rāmāñcaḥ は romāñcaḥ の誤表記と考えられるため、後者で訳した。 
258 sītkaroti＝śītkaroti 
259 sāttvika を通俗的語源解釈しようと sanmanastatprabhavāḥ を用いている。 
260 NŚ 6.22［上村 1990: 367-368］を参照。sāttvika-bhāva は「involuntary states（無意識の状態）」と訳される












以上、このように 8 つの sāttvika の説明がなされた。良き心があり、それが生じた者が
sāttvika である。 
このように、Kumbhā は偈文の前半部分にあるラーダーの身体的特徴や行動は NŚ で説かれ
る sāttvika-bhāva であると解説している。sāttvika-bhāva は役者の身体に現れた特徴とされる
ので263、これらのラーダーの様子は sāttvika-bhāva と考えられる264。しかし、NŚ のそれぞれ
の sāttvika-bhāva にすべて対応するという主張は理解し難く、Kumbhā の独創的な主張が見
て取れる。 
idam ākūtam | tvayyāropitamanaskā tvayā jīvanīyanti | anyathā āśritatyāgalakṣaṇaṃ dūṣaṇam 
apīti bhāvaḥ || śārdūlavikrīḍitaṃ vr̥ttam | atra dīpakam alaṃkāraḥ | vipralambhākhyaḥ śr̥ṅgāro 
rasaḥ | atra pūrvārdhena sthāyibhāvā uktāḥ | taduktam ---‘ratir hāsaś ca śokaś ca krodhotsāhau 
                                                        
261 matup 接辞として解釈され、総毛立つことを持つ者という所有の意味合いである。 
262 ta と pa の語順を入れ替えるという意味。 
263 ［上村 1990: 333］ 
264 Kumbhā は、ラーダーの身体的様子を歌った個所と、NŚ で説かれる sāttvika-bhāva とを無理やり対応さ
せ独自の理論を展開している。以下は対応表である。 














bhayaṃ tathā | jugupsāvismayaśamāḥ sthāyibhāvāḥ prakīrtitāḥ ||’ iti | sāttvikāś ca pūrvata eva 
uktāḥ || aham ityādy anukūlo nāyako dakṣiṇo vā | utkaṇṭhitā nāyikā | sakhī dūtītvena sahāyinī | tal 
lakṣaṇam ---‘pravr̥ttikuśalā dhīrā gūḍhamantradr̥ḍhapriyā | svatantrā vidhavā dāsī duṣṭā pravrajitā 


















られる270。さらに、クリシュナとラーダーを nāyaka と nāyikā に分類しているだけでなく、
サキーの定義も示しており、この場面におけるサキーの重要性が示唆されるようである。 
                                                        
265 音節は、－－－, ∪∪－, ∪－∪, ∪∪－|－－∪, －－∪, －|となる。 
266 ここでは、偈の romāñcati から mūrcchaty までが、すべて sā に属することから dīpaka の修辞法として説
明される。 
267 Rudrabhaṭṭa 著（12 世紀頃）による Śr̥ṅgāratilaka 1.10［Durgāprasāda 1899: 112］の引用。 
268  jo parastrī se sadā vimukha rahakara apanī strī yā patnī prema kare, use anukūla (nāyaka) kahate haiṃ | 
［Sahāya 1973: 633］ 






り、とりわけ魅力的な女性である。……【以下略】NŚ 25.9 - 18a［Rangacharya 1999 : 203］ 




sā romāñcatīti | sā rādhā romāñcati romāñcānañcatīti praphullayati | udgamayatīty arthaḥ | …… | 
yadvā romāñcapadaṃ lakṣaṇayā romāñcavatīparam | tathā ca ojasīvācaratītyādivad 















atha ca vilapati sa śūraḥ sundaraś cetyādināyakaguṇān viśeṣeṇālapati | anena guṇakīrtanam uktam 
| utkampate kathaṃ virahaduḥkhaṃ soḍhavyam iti kampayuktā bhavati | tāmyati glānā bhavati | 
dhyāyati tava dhyānaṃ karoti | etair viśeṣaṇair udvegāvasthā kathitā | udbhramati krīḍādisthalaṃ 
nirdiśatī bhramati | anena pralāpaḥ kathitaḥ | pramīlati 
dhyānakalpitadāliṅganādijanyasukhabhāvena 273  cakṣuṣī nimīlayati | anenonmādaḥ kathitaḥ | 
patati kārśyena sthātum aśakyatayā bhūmau patati paścād bhāvanayā tvāṃ dr̥ṣṭvā kathaṃ katham 
apy udyāti tvad abhyudgamanaṃ karoti | anena vyādhiḥ kathitaḥ | tato mūrcchati mūrcchāṃ 
prāpnoti | anena jaḍatā kathitā | kriyādīpako ’yam alaṃkāraḥ | tal lakṣaṇam uktaṃ prāk | 
そして〔ラーダーは〕〈嘆き〉、「彼は英雄で容姿端麗です」等とナーヤカの性質（グナ）
を特に語る。これによって性質を褒め讃えることが説かれる274。〈震える〉とは、どう
                                                        




273 kalpitada は文法的に意味を解釈しづらく、kalpitād（奪格）の誤表記とも考えられるが、ここでは［Telang 
1937: 72］の「dhyānakalpitāliṅganādi……」を採用した。 
274 vilapati は「話す、嘆く、悲しむ」の意味があり、Siegel、Miller、小倉は「lament」の意味で訳している。




















 以下では、偈文の後半部分に対する Śaṅkaramiśra の解釈を見ていく。 
nanu jaḍatāparyantāvasthā yadi jātaiva tadā kim aṅgasaṅgenety ata āha ---etādr̥śīti | he 
svarvaidyāv aśvinīkumārau tatpratima tatsadr̥śa | etādr̥śy atanujvare tvaṃ yadi prasīdasi tadā sā 
varatanuḥ kamanīyadehā te tava rasāc chr̥ṅgārarasāt kiṃ na jīvet | api tu jīved eva | anyathā tvaṃ 
cen na prasīdasi tadā tayā hastako ’pi tyaktaprāya ity arthaḥ | saṃprati mūrcchitāyās tasyā vaktum 
apārayantyā hastaceṣṭayaiva sakhīṣu vyavahāro bhavati so ’pi tayā tyaktavya ity arthaḥ | anyatrāpi 
jvare sati jvarī romāñcati śītādinā romāñcān ivācarati | vedanayā śītaklamāt sītkāraṃ karoti | 
mohād yat kiṃcid vadati | utkampate kampayukto bhavati | tāmyati vihvalo bhavati | udyāti 
vāyuvegād dhāvati | mūrcchati mūrcchāṃ prāpnoti | 
さて、〔彼女が〕まったく茫然とした状態になったならば、そのとき、どうして肉体的
交わりを説くことがあろうか、そこで、次のように説かれる―――このような276〔状態〕
                                                        
275 GG 4.7 の Śaṅkaramiśra の註釈［Telang 1923: 67］では以下のように述べられる。 
iyam apy unmādākhyāvasthā alaṃkāraś ceha dīpakam iti | tad uktam ---‘saiva kriyāsu bahvīṣu kārakaś ceti 


























 さらに、偈文の最後にある「tyakto ’nyathā hastakaḥ」については、クリシュナがラーダー
を助けなければ、ラーダーによって見捨てられてしまうと示している。偈文中のラサについ
ては、以下のようにも解釈している。 
etādr̥śy atanujvare mahati sānnipātike jvare kasyacit svarvaidyapratimasya prasādena rasāt 
pāradādito jvarī kiṃ na jīvet | api tu jived eva | nanu sānnipātikajvare sahasā rasadānaṃ 
niṣiddham ity ata āha ---anyatheti | anyaprakāreṇa saṃhitāmārgeṇa hastako ’pi vaidyānāṃ 
hastaprakriyāviśeṣo ‘hathavaṭī’ iti loke prasiddhas tyaktaḥ | saṃhitāprakriyayopacāre kr̥te 
viśeṣaprāpte rasadānam ucitam iti bhāvaḥ | kvacit ‘tvatto ’nyathā nāntakaḥ’ iti pāṭhaḥ | tadānyathā 
yadi na prasīdasi tvat tavāpekṣayāntako na, api tu tvam evāntaka ity arthaḥ | ……‘raso gandhe 







                                                        
















 以上、Kumbhā と Śaṅkaramiśra による註釈の内容を見てきた。それぞれ独自の解釈がある
中で、クリシュナがラーダーを助けるためにラサ（恋のラサあるいは水銀薬）を与えなけれ
ば、クリシュナは死の神であるという点に共通の解釈が見られる。 





                                                        
278 hathavaṭī は hatha（殺害、壊滅、虐殺）と vaṭī（紐、丸薬）となるが、ここでは意味が不明瞭なので、
前の hastaprakriyāviśeṣa を言い換えたものであると考えられる。また、現代ヒンディー語の辞書［古賀 
2009: 1402］では hathauṭī の意味に「技術、腕前」があり、おそらくこの意味として考えられるだろう。 
279 Folio 104 の裏面には、註釈書の解説に類似した偈文が記されている。この偈文の翻訳は、本章の場面
3 を参照されたい。また、章末資料 3 に Folio の裏面を掲載しておく。 
280  raso gandharase svāde cittādau viṣarāgayoḥ | 






3.8.5 Folio 104に描かれる意匠 
 
Folio 104 を詳細に見ていくために、上に挙げたように Folio を三つの場面に分けて分析し





































sā romāṃcati sītkaroti vilapaty utkaṃpate tāmyati || dhyāyaty udbhramati pramīlati pataty udyāti 
mūrcchati tat || 
etāvaty atanujvareṇa varatanur jīve(n) na kiṃ te rasāt || sva(r)vaidyapratima prasīdasi tato nāsty 


















3.8.6 Folio 104に見られる情趣 


















bhrūpallavaṃ dhanur apāṅgataraṅgitāni bāṇā guṇaḥ śravaṇapālir iti smareṇa | 





gītagoviṃdaropatra |85| bhrūpallavaṃ | śrīkrasna manasuṃ kaheṃ heṃ | rādhārī bhrakuṭī rūpī 
dhanuṣa || kaṭākṣa rūpī bāṃṇa heṃ | śravaṇapāliguṇa heṃ | e sagalā kāṃmadevarā jītavārāsastra 












śrījayadevabhaṇitam idam adhikaṃ yadi manasā naṭaṇīyam | 
harivirahākulaballavayuvatisakhīvacanaṃ paṭhanīyam | 






gītagoviṃdaropatra |94| śrījayadeva | śrījayadevakavi kahe he || thomhāro atisaya bhaṇita || 














図 65 Folio 104 裏面 
図 66 場面 1 の拡大図 
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図 67 場面 2 の拡大図 図 68 場面 3 死の神の拡大図 






されていても、絵画としては悲哀のラサが喚起される Folio もあるのではないかと考察した。 
 では、偈文において悲哀のラサが表現されている場合は、絵画ではどのように描かれてい
るのか考察していきたい。 
 悲哀のラサに関する記述は、GG 1.32 と GG 7.37281に見られる。しかし、GG 7.37 を描い
た Folio 176 は、Saffronart282にて確認できるものの、現在の所蔵は明らかでないためここで
は GG 1.32 を扱うこととする。 
4.1 MewāṛīGG Folio 32 
 
上に挙げた Folio 32 は GG 1.32 を絵画として描いたものである。色粉を掛け合い陽気な者
                                                        






https://www.saffronart.com/customauctions/PostWork.aspx?l=26017［最終アクセス 2019 年 10 月 17 日］ 






gītgoviṃda ro patra | 32 | vigalita | rādhājī prateṁ saṣī kahe he | vale vasaṁta kiso he | vigalita he 
lāja jiṇī re viṣe | iso jyo jagta | tiṇī ro deṣavo | jiṇī kare taruṇa je vrakṣa tiṇī kare kīdho he hāsya 
jiṇī re viṣe | vale vasaṁta kiso he | virahī jana heṁ māravā sārū | barachī rā phala sarīṣo he | ketakī 







4.1.1 Gītagovinda 1.32 
vigalitalajjitajagadavalokanataruṇakaruṇakr̥tahāse | 
virahinikr̥ntanakuntamukhākr̥tiketakadanturitāśe ||  
viharati harir iha sarasavasante283 nr̥tyati yuvatijanena samaṃ sakhi virahijanasya durante |  






vigaliteti | lajjaiva lajjitam | bhāve ktaḥ | gatalajjajagadavalokanena taruṇaiḥ karuṇaiḥ kr̥taḥ 
kusumavikāsavyājena hāso yatra | virahinikr̥ntanakuntamukhākāraiḥ ketakair danturitā 
viṣamīkr̥tā āśā diśo yatra | nikr̥ntanam iti cintyam || 
                                                        
283 Nirṇayasāgar 版では、sarasa vasante となっているが、Kulkarni 版では sarasavasante となっており、後者
を採用した。 
284 karuṇa は、Monier のサンスクリット語辞書では、Citrus Decumana（ミカン科の常緑小高木、和名：ザ
ボン）とされる。 
285 ケータカ樹は、学名 Pandanus odoratissimus を指す。葉が鋭い槍のような形をしており、葉の周りに刺
がついている。「雨期に、白色または黄白色の花をつける」［小倉 2000: 90］とされ、「その花は恋人を誘














punaḥ kīdr̥śe | vigaliteti | vigalitaṃ lajjitaṃ lajjā yasya jagataḥ prāṇigaṇasyāvalokitena darśanena 
taruṇakaruṇair navakaruṇavr̥kṣaiḥ puṣpavikāsavyājena kr̥to hāso yatra tādr̥śe vasante | atra 









 Śaṅkaramiśra も Kumbhā と同様に、春の季節に恥じらいを無くした人々をカルナの木が見
ることで、花が咲いたような笑いがあると説明している。そして、その笑いは滑稽のラサと
結び付けて説明される。 
yadvā vigalitalajjitānāṃ viprayogijanānām avalokitais taruṇair arthād aviyogibhiḥ karuṇaṃ 
karuṇarasasahitaṃ yathā syād evaṃ kr̥to hāso yatra etādr̥śe hāse | virahiṇo varākāḥ kaṣṭaṃ 
                                                        
286 恋人たちはすでに別離の状態なので、「別離の者たちを引き裂く」というのは疑問である。 
287 笑う時に見せる歯が、花が咲くことと同じように例えられている。 
288 NŚ の著者である Bharata のこと。 
289 śyāmo bhavati śr̥ṅgāraḥ sito hāsyaḥ prakīrtitaḥ | 
 kapotaḥ karuṇaścaiva rakto raudraḥ prakīrtitaḥ | NŚ 42|  
 śr̥ṅgāra は青黒色（śyāma）、hāsya は白色（sita）であると言われる。 
 karuṇa は灰色（kapota）、raudra は赤色（rakta）であると言われる。 
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prāpnuvantīti karuṇāṃ lajjāṃ hitvā vilapantīti ca hāsas teṣām iti bhāvaḥ | bālā rasānabhijñā eva 











punaḥ kīdr̥śe vasante | virahiṇāṃ viyogināṃ nikr̥ntanāya vidāraṇāya kuntamukhākr̥tiḥ kunta 
āyudhaviśeṣas tasya mukham agrabhāgas tasyevākr̥tir yasya tādr̥śaṃ yatketakaṃ tena danturitā 
vyāptā āśā diśo yasmiṃs tādr̥śe vasante | lajjitety atrāvalokitety atrāpi ca napuṃsake bhāve ktaḥ 
| ‘karuṇas tu rase vr̥kṣe kr̥pāyāṃ karuṇā matā’ iti viśvaḥ | ‘prāsas tu kuntaḥ’ ity amaraḥ | 











                                                        
290 yatra etādr̥śe hāse は yatra etādr̥śe の連声が不適切であるのと、ここでは春がどのような様子かを説明し








293 Viśva. ṇa.3.30［Maheshvara 1911: 49］ 

















 三人の人物が描かれる（図 73）。Vatsyayan は、木の上に座る男女を二人組としか述べてい
                                                        
295 出典は不明であるが、Dharaṇidāsa による Dharaṇikośa と考えられる。 
296 Viśva. śa.2.24［Maheshvara 1911: 168］ 


































                                                        



















4.1.5 Folio 32に見られる情趣 













                                                        
299 ［Vatsyayan 1987: 47］ 
300 背景が赤いところは、絵画における重要な場面や人物であるとされる。ここでは、王族やパトロンな
どを描いているか、あるいは単に部屋の中の明るさを示しているとも考えられる。 
301 牛飼いの女性たちと戯れているクリシュナの様子を、サキーがラーダーに語る場面（第 1 篇第 3 の
歌）の細密画には、物陰に女性が描かれている。この女性は別離に悲しむ者かクリシュナたちの様子を垣
間見るサキーと考えられる。本研究において入手した資料の中では、Folio 29. 32. 33. 34 が該当する。Folio 
33 でも 32 と同様にサキーの可能性がある。一方、Folio 29 と 34 については、ラーダーに話しかけるサキ




























                                                        
302 ［Goswamy 1986: 95］ 
303 Vatsyayan は、「「vigalitta lajjā」（恥じらいを無くしたもの）という句が、我を忘れて自由奔放に踊って











図 72 Folio 32 場面 1 の拡大図 
図 73 Folio 32 場面 2 の拡大図 







図 75 Folio 32 場面 3 の拡大図 




























































































ように、Folio 81 はクリシュナとシヴァ神の対照的な描写が特徴的な作品であり、Folio 全体
を通して見ると、別離の同情が描かれていると言えるだろう。したがって、絵画としては悲
哀のラサが表現されていると考えられる。 
 Folio 104 は、まず MewāṛīGG の一部であるか確認を行った。MewāṛīGG の絵画的特徴と




















































に未発見の Folio が多く、本研究で新たに見つけることができたのは 4 枚のみであった。残









の先生方、貴重な資料を提供してくださった Āhāṛ Museum、Albert Hall Museum、National 
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